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I 調査の概要

1. 調査 目 的

下北半島 に生息す る ニホ ンザルは、 現在、 個体数 ・ 群れ数の増加等で農作物の食害

のみ な ら ず、 集落地への定着が進み地域住民の生活被害が生 じて い る 。 本天然記念物

生息調査は、 地域住民 と ニ ホ ンザル と の共生につ な が る 現状把握、 将来像に必要な情

報を得 る こ と 、 サルの生態的研究等 を 目 的 と し 、 むつ市管 内 脇野沢 ・ 川 内地区、 大畑 ・

薬研地区 に生息す る ニ ホ ンザルの生息調査 を実施 した。

2. 調査地城

むつ市 脇野沢地区 ・ 川 内地区 ・ 薬研地区 ・ 大畑地区

）

調査対象地域

ー



3. 調査内容

地元調査員 に よ る 小規模な調査 を通年調査 （春季～夏季 ・ 秋季 ・ 冬季） と し、8 月 上旬 に夏季

ニ ホ ンザル生息調査 （脇野沢 ・ 川 内地区） 、12 月 下旬 に冬季ニ ホ ンザル生息調査 （大畑 ・ 薬研） 、

を実施 し た。 ま た 、 聞 き 取 り 調査 も加味 し、2025 年度 （令和7 年度） むつ市管内 に生息す る ニ

ホ ンザル生息実態調査 と して報告する 。

11 ・ 調査結果

1. 通年調査 （春季～夏季）

0 A2-84A 群

• 2025 年4 月25 日14:30~15:30
構成 と れず

新井 田 地 区 県道

28 頭＋a （ 内5Baby)

• 2025 年6 月25 日10:40~11:15
く 構成 ＞

館山橋 を西か ら 東へ移動時

3 阜 性不 明 計

オ ト ナ 3 11 14
ワ カ モ ノ 3 3
4~5 歳 2 2

3 歳 2 2
2~3 歳 1 3 4

-'1 歳 2 2
Baby 10 10

計 ， 11 17 37
37 頭 （内lOBaby)

※ 電波発信機装着個体は大人オス(CH2) 。 電波 を発信 し て いな い•発信機装着個体

大人老メ ス （赤色ベル ト ） 。

0 A2-84B 群

• 2025 年6 月19 日10:15~10:20
構成 と れず

• 2025 年7 月30 日12:45~15:30
構成 と れず

瀬野黒岩 ソ バ畑

7 頭＋a （内1Baby)

牛の首公園

7 頭＋ a （内lBaby)

※1 歳又はBaby オス が い る 。 こ れがBaby だ と すれば2Baby と な る 。
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• 2025 年8 月2 日9:20~11:00
く 構成 ＞

瀬 野黒岩 ソ バ畑 入 口

3 早 性不 明 計

オ ト ナ 1 4 5
ワ カ モ ノ 1 1
4~5 歳 1 1
3~4 歳 1 1

1 歳 1 1 2
Baby 1 1

計 2 6 3 11
11 頭 ＋a （ 内1Baby)

※ も う 一 組親子 が い る 可 能性 が あ る

0 A87-A 群

• 2025 年6 月19 日8:40~9:50
く 構成 ＞

瀬野 黒岩 農 地 を 西 か ら 東 へ移動 時

d 阜 性 不 明 計

オ ト ナ 4 29 33
ワ カ モ ノ 2 4 1 7
4~5 歳 2 2
3~4 歳 2 2
2~3 歳 3 2 4 ，
l~2 歳 1 2 3

1 歳 3 3 7 13
Baby 18 18

計 17 40 30 87
87 頭 （内18Baby}

※ 電波 発信機装着個 体 は若者 メ ス2 頭(CH3) (CHS) 、 電波 を 発信 し て い な い 発 信機

装着個 体若者 メ ス((CH5 赤色 ベル ト ） が い る 。

※ Babyl 頭 が 捕獲 時 の 事故 で死 亡 し て い る 。

0 A87-B 群

• 2025 年6 月30 日13:55~14:40
く 構成 ＞

| | が | 阜

九艘 泊 集落 を 西 か ら 東 へ移動 時

性不 明I 計
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オ ト ナ 5 15 2 22
ワ カ モ ノ 3 1 1 5
3~4 歳 3 3
2~3 歳 7 7
l~2 歳 4 4

1 歳 3 3
Baby 12 12

計 8 16 32 56
56 頭 （ 内12Baby)

※ 電波 発信機装着個 体 は若者 メ ス(CHl) 、 電波 を 発 信 し て い な い 発信機装着個 体

大 人 メ ス((CH3 緑色ベル ト ） が い る 。

0 01-Al 群

• 2025 年6 月6 日

む つ 市野猿監視員 日 隅 氏 か ら の 情報 32 頭 （ 内8Baby)

（ 大人 オ ス3 、 大 人 メ ス10)

0 Ol-A2 群

• 2025 年7 月11 日9:40~11:35
く 構成 ＞

七 引 橋東 脇野沢川 を横断時

g 牟 性不 明 計

オ ト ナ 3 17 20
ワ カ モ ノ 5 5 1 11
4~5 歳 2 2
3~4 歳 1 3 5 ，
2~3 歳 1 1 5 7
l~2 歳 1 4 5
Baby 16 16

計 13 26 31 70
70 頭 ＋a （ 内16Baby)

※ 電波発信機装着個 体 は大人老 メ ス(CHl 赤ベル ト ） 。 ベル ト が 首 に こ すれ て

た だれ て い る こ と も あ る が 、 か な り よ ぼ よ ぼ。

0 01-B 群

• 2025 年8 月4 日 9:45~11:20 源藤城集落北 国道338 号線 を 東 か ら 西 へ移動 時

く 構成 ＞
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が 早 性不 明 計

オ ト ナ 3 10 1 14
ワ カ モ ノ 5 2 2 9
3~4 歳 3 3
2 歳 1 1

1~2 歳 1 1
• 1 歳 3 3
Baby 8 8

計 8 12 19 39
39 頭 ＋a （ 内8Baby)

※ 電波発信機装着 個 体 は 大人 メ ス(CH2 黄緑色ベル ト ） 。

0 02-A 群 そ の1
• 2025 年6 月28 日

く 構成 ＞

10:05~10:45 国道338 号線 （海峡 ラ イ ン ）M字カ ー ブ

が 牟 性不 明 計

オ ト ナ 2 10 12
ワ カ モ ノ 1 1 2
3~4 歳 1 2 3
2~3 歳 1 1
2 歳 1 1
1 歳 1 1 2 4
Baby 7 7

年齢不 明 1 1
計 5 12 14 31

31 頭 ＋a （ 内7Baby)

※ 電波発信機装着 し て い る 個 体 は い な い 。

0 02-B 群

• 2025 年4 月26 日9:45~10:30
構成 と れず

• 2025 年7 月24 日9:45~10:25
« 構成 ＞

l l が

国道338 号線 （海峡 ラ イ ン ） M字 カ ー ブ北

40 頭 ＋a （ 内7Baby)

国道338 号線 （海峡 ラ イ ン ） 旧 イ ノ シ シ飼 育場北

゜ 性不 明 計
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オ ト ナ 4 17 21
ワ カ モ ノ 3 4 7

4 歳 1 1
3~4 歳 1 1 5 7
2~3 歳 1 1 2 4
1~2 歳 2 2 4
Baby ， ，

計 ， 25 19 53
53 頭＋a （内9Baby)

※ 電波発信機装着個体は大人老 メ ス(CH4 青色ベル ト ） 。

0 オス グループ

• 2025 年6 月23 日 16:00~16:15 蛸 田 東 海岸線

ワ カ モ ノ が 10 歳 ぐ ら い 1
ワ カ モ ノ が 7~8 歳 2
ワ カ モ ノ が 5~6 歳 3
ワ カ モ ノ c-J1 3 歳 1

7 頭

〇 不明群 {A87-B 群の分派の可能性大｝

• 2025 年7 月23 日 九艘泊 ー 滝 山線 九艘泊側 サル看板付近

く 構成 ＞

が 牟 性不明 計

オ ト ナ 2 2
ワ カ モ ノ 2 2
2~3 歳 1 1
2 歳 1 1
Baby 2 2

年齢不 明 1 1
計 3 3 3 ，

9 頭＋a （内2Baby)

※ 電波発信機装着 し て い る 個体は い な い。

〇 不明群

• 2025 年4 月 上旬

市民か ら の情報

大湊浜町 常楽寺近 く の林縁

多数の サル
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2. 2025 年度 夏季ニホ ンザル生息調査 （脇野沢 ・ 川 内地区）

2-1 調査の概要

2025 年8 月6 日 か ら8 月9 日 ま での4 日 間 、10 名 の調査員で脇野沢地区 と 川 内 地 区の調査

を実施 した。 調査期 間 中 、 初 日 か ら3 日 間 、 雨な ら びに昼 り 時々 雨、 最終 日 の4 日 目 に晴れ と

猛暑 に も かかわ ら ず雨 降 り が 多か っ た も の の比較的 に過 ご しやすい気温の 中 で の調査 と な っ

た。 例年悩ま さ れて い たア ブの襲来 も 少な く 、 林道歩き や 自 動車に ま と わ る こ と も 少なかっ た。

暑 さ の ヒ° ー ク は過 ぎて いたかに見 え た。 ブナ の 実 り は最悪で凶 作、 ミ ズナ ラ も 結実が少なかっ

た。 サルナ シ、 マ タ タ ビ 、 ヤマ ブ ド ウ 等は例年並みか、 やや悪い状況だっ た。 エ ビガ ラ イ チ ゴ

も 悪 く 、 夏か ら 秋への 山 の実 り は 良 く な い こ と が示唆 さ れた。 ま た 、 カ シ ノ ナガキ ク イ ム シに

よ る ミ ズナ ラ の大量の 立 ち枯れが 目 立 ち 、 かな り の被害が 出 て い る こ と が確認で き た。 サルの

体毛の夏毛か ら 初秋 の状況 に進んでいた。

2-2 調査 日 、 な ら びに各パーテ ィ ご と の結果

◎ 8 月6 日 景 り 時々 雨

（脇野沢地区）

・ 午前 中 、 マ ス コ ミ 対応。 田 の頭林道入 口 広場でOl-A2 群(CHl) を8:30~10:00 ま で観察、 ま

た 、 同 時間帯 に斎場の ソ バ畑周 辺 にA87-A 群(CH3、CH5) を確認。 そ の後 、 国道338 号線 （海

峡 ラ イ ン） を流汗台 ま で車でパ ト ロ ール。 サル情報な し。11:30~15:00 男 川林道 を車でパ ト

ロ ール と 踏査。1321~1445 男川B 群 を板家戸林道出合で24 頭＋a （ 内4Baby) を カ ウ ン ト 。

15: 10~16:00 宿野部川林道 を車でパ ト ロ ール と 踏査。15:02~15:50 貯木場広場で5 頭十a
を カ ウ ン ト 。5 頭はすべてオス で あ っ た こ と やフルカ ウ ン ト ではな い こ と か ら 男川A 群か、

オス グループだ ろ う と 推測。 現時点では 同 定で き な い。

・ サル山公園横の 国道338 号線で8:57~11:45 ま で01-Al 群(CH5) を観察。10:27~10:52 滝 山

橋 を西か ら 東へ移動す る33 頭 （ 内9Baby) を フルカ ウ ン ト 。 そ の後 、 国道338 号線 （海峡ラ イ

ン） の流汗台 ま で車でパ ト ロ ール。 そ の後 、 源藤城林道 と 面木林道 を踏査。 再び国道338 号

線 （海峡ラ イ ン） を流汗台 ま で車でパ ト ロ ール。 脇野沢川 西の片 貝 の畑方 向 か ら14:00 01-B
群(CH2) の 電波 を受信。 ま た、14: 17 源藤城の畑でオ ト ナcf'l 頭を 目 撃、 ハナ レザルか群れの

サルかは不 明 。 海峡 ラ イ ン の青色道路標示板の南で16:12~16:28 オ ト ナ1 頭 （性別不 明 ） が

谷側へ移動す る 姿を 目 視。16:35~16:55 源藤城集落北の 国道338 号線を西か ら 東へ横断す

る01-B 群(CH2) を観察。17:08 国道338 号線のス キー場付近を西か ら 東へ横断するA87-A 群

(CH3、CH5) を 目 撃。

（川 内 地区）

・ 国道338 号線 （海峡ラ イ ン） 、 県道畑 一 牛滝線、 県道川 内4左井線 （ カ モ シカ ラ イ ン） を車パ ト

ロ ール。 砥石沢林道 、 湯の小川林道 を踏査。 ま た 、 新助沢林道 と 和 白 沢林道 を 車でパ ト ロ

ール。8:58 国道338 号線 （海峡ラ イ ン） の石碑北で4 頭 を 目 視、 谷側へ降 り て行 っ た。 周辺
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る が サルの 姿 は見 ら れな かっ た 。

・ 面木沢林道の プナオ沢 、 滝の沢 、 下面木沢の伐開 地 を踏査。12: 15 面木沢の右岸伐開地でサ

ルの鳴 き 声、13:18 伐開地の谷 あ いで7 頭のサル を発見。 多数頭の声が谷奥か ら 聞 こ え る 。

13:38 サルの気配が 亡 く な る 。 サルの群れは南下 して い る 模様。 テ レ メ に よ る 確認で8:12
田 の頭林道でOl-A2 群(CHl) 、 ス キー場入 口 で01-Al 群(CH5) 。11:53~18:05 源藤城の 中 山

間畑で01-B 群38 頭 十a を 目 視。 ま た 、1s: 12 源藤城橋付近で02-B 群(CH4) の電波 が と れ る 。

午前 中 に観察 し て いた サルが02-B 群の可能性が高 く な る 。

・ 蛎崎越林道 と 瀕藤城林道 を踏査。 サル情報な し。 そ の後 、 国道338 号線 （海峡ラ イ ン） を車で

パ ト ロ ール。13:40~13:42 国道338 号線 （海峡 ラ イ ン） の武士泊林道入 口 付近で7 頭の サルの

群れを 目 視。 そ の 後 、 こ の群れは15:30M字カ ーブ北ま で移動。 群れの群れ名 は不 明 。

（川 内 地 区）

• 国道338 号線 （海峡 ラ イ ン） 、 県道畑 一 牛滝線 、 県道川 内ー佐井線 （ カ モ シカ ラ イ ン） を車パ ト

ロ ール。9:20~9:30 畑集落でM2-:B3 群 （CH5)2~3 頭 を 目 視。 ま た 、 カ モ シカ ラ イ ンでサル

の群れ と 出合 う 。11:00~13:11 佐井村 と の 町村境で43 頭 （ 内7Baby) を カ ウ ン ト 。 場所 と 個

体数 よ りM2-:B2 群。 電波発信機はつ いて い な い。13:10 上小倉平集落北で2 頭の サル、 安部

城北A 群(CH5) を 目 撃。

• 国道338 号線 （海峡 ラ イ ン） 、 県道畑 一 牛滝線、 県道川 内ー佐井線 （カ モ シカ ラ イ ン） を 車パ ト

ロ ール。8:33~8:48 上小倉平集落北で安部城北A 群 （CH5)10 頭を 目 視。 そ の後 、 g : 10~10:29
県道川 内 ー ：佐井線の湯の 沢 開拓付近で15 頭 十a (5Baby)・ を カ ウ ン ト 。 場所 と 個体数か らM
2-:B1 群、 電波発信機がついて い な い。 そ の後 、11:45~13:11 県道川 内4生井線 （ カ モ シカ ラ

イ ン） の佐井村 と の境尾根でサルの群れを 目 視す る が こ の群れの結果は別の調査員 に委ね る 。

帰路、 国道338 号線 （海峡 ラ イ ン） の大荒川林道 出合付近でサルの群れを発見 したが 、 こ の群

れの結果は別 の調査員が報告す る 。

2-3 夏季ニホ ンザル調査中 に確認 した群れの結果

【 脇野沢地区 】

0 01-Al 群

• 2025 年8 月6 日

く 構成 ＞

10:27~10:52 滝 山橋を西か ら 東へ横断時

3 阜 性不 明 計

オ ト ナ 3 11 14
5~6 歳 1 1
4~5 歳 1 1
2~3 歳 5 5
2 歳 1 1

10



l~2 歳

Baby

計 5 11 7

2
-
9一
ー

2
-
9
-
33

33 頭 （内9 Baby)

※大人メ ス3 頭に電波発信機が装着 さ れて い る 。(CH5、CH5、CH5) ただ し1 頭

の 電波発信機は電波 を発信 して い な い

※02-A 群

02-A 群につ いて は、2024 年度の調査報告で02-A 群そ の1 と02-A 群そ の2 と していた

が 、 そ の後 の調査 と 今回 の調査で02-A 群が分裂 して い る こ と が 明 ら か と な っ た。 今回 か

ら は02-Al 群 と02-A2 群 と す る 。

0 02-Al 群

• 2025 年8 月8 日

« 構成 ＞

10:54~11:40 国道338 号線 （海峡ラ イ ン） 石碑付近

g 牟 性不 明 計

オ ト ナ 4 10 14

ワ カ モ ノ 2 1 3
3 歳 1 1
2 歳 1 2 3

1 歳 2 2

Baby 6 6
年齢不 明 1 1

計 4 14 12 30

30 頭＋a （内6 Baby}

※ 電波発信機は装着 さ れて いな い

0 02-A2 群

• 2025 年8 月9 日

« 構成 »
11:39~12: 30 国道338 号線 （海峡ラ イ ン） 流汗台南

が 牟 性不 明 計

オ ト ナ 3 11 14
ワ カ モ ノ 1 1 2 4
4~5 歳 1 1

11



の 道 路 上 に 多 数 の 食 痕 を 確認。 脇 野 沢 地 区観察 グル ー プ に 委 ね る 。14:30~14:39 畑集落 の

工藤 林 業 と 川 内 川 と の 間 でM2-:B3 群(CH5) を7 頭 ＋a を カ ウ ン ト 。 ま だ ま だ い る 。 一 日 中

こ の 付近 に い る 模様 。

・ 県道 川 内 ー佐井線 （ カ モ シ カ ラ イ ン ） を 車 で パ ト ロ ール と 安部 城集 落 、 砥石 沢林道 を 踏査。9:03
~13:20 安 部城北A 群(CH5) を観 察。11:32~13:11 県道川 内 ー佐井線 を 西 か ら 東 へ移 動す る

34 頭 ＋a （ 内6Baby) を カ ウ ン ト 。 ま た 、14:30~15:15 砥石沢林道 と 三 九 郎川 林道 の 子 出 会

い 付近 で6 頭 ＋a （ 内lBaby ) を 目 視 。 た だ 、 設 置 カ メ ラ で11 頭 ＋a （ 内3Baby) を 確認。M2-Bl
群 かM2-:B2 群 な の か は 現状 で は わ か ら な い 。15:49 畑集 落 でM2-:B3 群(CH5) を テ レ メ で確認 。

◎ 8 月7 日 雨 時 々 曇 り

（ 脇 野 沢 地 区 ）

． 舘越橋 東 でOl-A2 群(CHO 10 頭 を 目 視 、 通 常調 査 で調 査済 み。8:37~9:00 派藤城集 落 北 で

01-B 群(CH2) と01-Al 群(CH5) を テ レ メ で確認。 そ の 後 、 国道338 号線湖 （海峡 ラ イ ン ） で も

う 一 つ の 調 査 チ ー ム と 合 流。16:30 調 査終 了 。

• 国道338 号線 （海 峡 ラ イ ン ） を 車 で パ ト ロ ール。 川 内 地 区 の 調 査 グルー プ よ り 石碑南 で サ ル の

目 撃情 。 g : 10~9:25 国道338 号線 （海峡 ラ イ ン ） の 石碑付近で02-A 群 そ の1 又 は そ の2 を23
頭 ＋a （ 内5Baby) を カ ウ ン ト 。 電波 の 取れ な い 群れ。8 月6 日 石碑北 で 目 撃 し た4 頭 の サル

も こ の群れ だ と 推測 。 そ の 後 、10:01~15:40 国道338 号線 （海峡 ラ イ ン ） の 道 路標 示板付 近

で7 頭(1 Baby) を 目 撃 、 こ の7 頭 を 追跡す る と15:40 石碑 で 午前 中 に カ ウ ン ト し た 群れ と 合

流す る 。 結局30 頭 ＋a （ 内6Baby) だ と わ か る 。 発 見 時 、 直線 で 1. 5 kmほ ど 離れ て い て 追跡

し な け れ ば別 の 群れ と し て い た か も し れ な い 。

（川 内 地 区）

• 国道338 号線 （海 峡 ラ イ ン ） 、 県道 畑 一 牛 滝線 、 県道川 内 ー佐井線 （ カ モ シ カ ラ イ ン ） を 車パ ト

ロ ール 。 新助 川 林道 、 湯 の 小 川 沢林道 を 踏 査 。 そ の 後 、 上 、 下小 倉平集 落周 辺 を 車 でパ ト

ロ ー ル。14:01~15: 10 県道 川 内 ー佐井線 （ カ モ シ カ ラ イ ン ） の 畑集 落 北 の 道 路 沿 い で3 頭 の が

(5~6 歳 、6~7 歳 、3 歳 ） を 目 撃 す る が 、 別 チ ー ム が 観察 し て い る 国道338 号線 （海峡 ラ イ

ン ） 、 県道 畑 一 牛滝線 、 県道川 内4左井線 （ カ モ シ カ ラ イ ン ） を 車パ ト ロ ール。M2-:B3 群(CH5)
の 一 部 と 思 われ る 。15:32~16:25 国道338 号線 （海峡 ラ イ ン ） の ア ン ド 山 北 の 道 路 を 東 か ら

西 へ横断す る26 頭 ＋a （ 内7Baby) を カ ウ ン ト 。 電波 は 取 れず 、 現 時点 で は02-Al 群 の そ の

l 、 そ の2 、 佐井 地 区 の群れ の 可能性 が あ る 。

• 国道338 号線 （海峡 ラ イ ン ） 、 県道畑 一 牛滝線 、 県道川 内 ー佐井線 （ カ モ シ カ ラ イ ン ） を 車パ ト

ロ ール。 砥石 沢林道 を 踏査。9:39 畑集落 でM2-:B3 群(CH5) を 確認。14:25~15:45 県道畑 一

牛滝線 の 畑集落近 く の 獣魂碑 の 公 園 で5 頭 を 目 視 、 群れ は川 を 左 岸 か ら 右岸 へ渡 っ た模様 。

◎ 8 月8 日 曇 り 一 時 雨 の ち 晴れ

（脇 野 沢 地 区）

8



• 国 道338 号線 （海 峡 ラ イ ン ） の 青 色道 路標 識板付 近 で オ ト ナ が （左 手人 差 し 指 が 曲 が ら な い ）

と オ ト ナ 早(CH4) の2 頭 を 目 視 。 そ の 後 、 こ の2 頭 を 追 跡。 発 見 時近 く の 道 路 上 に 新 し い

フ ン13 個 を 発 見 、 群 れ が 通 過 し た こ と を確認す る 。2 頭 の 確認 は16:45 ま で。 武 士 泊 林

道 を 踏査 時 に 多 数 の食 痕 を 確認 。 そ の 後 、 源藤城林道 、 面 木 沢 林道 を 踏査 。16:08 源藤城

林道入 口 で 国 道338 号線 を 東 か ら 西 へ 移 動 す る01-B 群(CH2) を 確認。17:50 斎 場 へ の 橋 で

A87-A 群 （ 目 視 ） 、 ス キ ー場 の 橋 付近 に01-Al 群(CH5) 、 田 の 頭沢林道側 でOl-A2 群(CHl)
を テ レ メ で確認。

• 国 道338 号線 （海峡 ラ イ ン ） の 石 碑 南 で8:53 電波 の 取 れ な い 群 れ を 確認。8 月7 日 に 石碑

近 く で観察 し た 群れ と 同 一 。 そ の 後 、 カ ウ ン ト 機会 を 探 し な が ら 群 れ を 追跡す る 。10:54
~11:40 石碑近 く で30 頭 ＋a （ 内6Baby) を カ ウ ン ト 。 そ の 後 、 川 内 地 区 へ調 査 に 向 か う

途 中 、 国 道338 号線 （海峡 ラ イ ン ） の ア ン ド 山 北 で18 頭 ＋a を カ ウ ン ト 。8 月7 日 、 同 じ

よ う な 地点 で26 頭 カ ウ ン ト し た 群れ だ ろ う 。 電波 は 取 れ な い 。 そ の 後 、 川 内 地 区 で県 道

川 内 ー佐井線 （ カ モ シ カ ラ イ ン ） を 車パ ト ロ ール。 畑集落 で サ ル を 目 撃 し た が 別 の 調 査員 に

委 ね る 。14:25 上 小倉 平 出 道 路 上 の サル の 食痕 を 発 見 、 近 く で農 作業 し て い た 地 元 の 方 に

聞 き 取 り 。 今 朝 、6 頭 ぐ ら い 畑 に 出 没 し て い た と の 情 報 。 近 く の 農道 を 踏査。15:05 神社

北 の 森 で 鳴 き 声 、 枝 が 揺れ る 状 況 を 確認。 テ レ メ も 取 れ 安 部城北A 群 （CH5) と 断定 。

・ 男 川 林道 を 西大 家 戸 沢 林道 出 合 ま で を 踏査。9:50~10:20 滑川 林道 出 合 よ り 西500m地 点

の 左岸 で5 頭 （ 目 視2 頭） ＋a を 確認。 そ の 後 、 宿 野部川 林道 を 車 で パ ト ロ ー ル。 金八 沢

林道 と 西 股 沢 林道 を 踏査。 堰 堤 上 に 古 い フ ン を 確認す る 。 金 八 沢 林道 に ス ス キ の 食痕 を

確認す る が そ れ 以外 の サル 情 報 は な か っ た 。

（川 内 地 区 ）

• 国 道338 号線 （海峡 ラ イ ン ） 、 県道 畑 ー 牛滝線 、 県道 川 内 ー佐井線 （ カ モ シ カ ラ イ ン） を 車パ

ト ロ ー ル 。 砥石 沢林道 と 湯 の 小 川 沢林道 を 踏査。15:04~16:00 県道 川 内 ー佐井線 の 畑集 落

北 の 道 路 を 西 か ら 東 へ横断す るM2-:B3 群(CH5) 30 頭 ＋a （ 内4Baby) を カ ウ ン ト 。

◎ 8 月9 日 晴れ

（脇 野 沢 地 区 ）

・ 面木 沢林道 を 下 面木 沢 出 会 い ま で車 でパ ト ロ ール。 そ の 後 、 国 道338 号線 （海峡 ラ イ ン ） を 車

で パ ト ロ ー ル。8:48 流汗 台 北 で サル の 群れ と 出 合 う 。19 頭 カ ウ ン ト し た が 、 ま だ ま だ い る

模様。9:537 山 側 へ上 る よ う に 移 動。10:40 石碑 よ り 北 で ワ カ モ ノ 0'1 頭 を 発 見 。 ハ ナ レ ザ

ル の 可能性 大。10:43~11:30 石碑近 く で オ ト ナ 0'1 頭 を 目 視。8 月8 日 の オ ト ナ か と 同 じ 特

徴 で あ り 、 同 一 個 体 と 思 わ れ る 。 そ の 後 、11:39~12:30 流 汗 台 南 の道 路標識板 地 点 で32 頭

+ a (6Baby) を カ ウ ン ト 。 電波 は 取れ な い 。02-A 群 の そ の1 か そ の2 で あ る が 、 現状 で は 不

明 。 そ の 後 、 川 内 地 区 の 調 査 に 行 く 。 県道畑 ー 牛滝線 、 県 道川 内4生井線 （ カ モ シ カ ラ イ ン ）

を 車パ ト ロ ー ル。 カ モ シ カ ラ イ ン で サル の 群れ と 出 合 う が 、 す で に 別 の 調査員 が カ ウ ン ト 済

み と の こ と 。 下 小 倉 平 ま で 車 で パ ト ロ ール 。 上小倉平集落 北 で安部城北 の 群れ の 電波 は 取れ

，



3~4 歳 1 1
3 歳 1 1
2 歳 1 3 4

1 歳 1 1

Baby 6 6

計 4 16 12 32

32 頭＋a （ 内6 Baby)

※ 電波発信機は装着 さ れて い な い

〇 不明群 (02-A2 群ま たは佐井の群れ）

• 2025 年8 月7 日15:32~16:25
く 構成 ＞

国道338 号線 （海峡ラ イ ン） ア ン ド 山東地点

g 早 性不明 計

オ ト ナ 1 9 10

ワ カ モ ノ 1 1
4 歳 1 1

3~4 歳 1 1
3 歳 2 2
2 歳 1 1 2

1 歳 2 2

Baby 7 7

計 4 14 8 26

26 頭＋a （ 内7 Baby)

※ 電波発信機は装着 さ れて い な い

0 02-B 群

• 2025 年8 月9 日13:40~13:42

« 構成 ＞

国道338 号線 （海峡ラ イ ン） 武士泊林

道入 口 付近か ら北上

が 早 性不 明 計

オ ト ナ 1 1 2
ワ カ モ ノ 1 1
3~4 歳 2 2
2~3 歳 1 1
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Baby

計 2 ー

l-
4

1-
7

7 頭 ＋a （内1 Baby)

※ 電波発信機装着個体 な し

〇 男 川B 群

• 2025 年8 月6 日13:21~14:45
く 構成 »

男 川 林道 板家戸 沢林道

， 早 性不 明 計

オ ト ナ 2 6 8
ワ カ モ ノ 4 4
3~4 歳 1 1
2~3 歳 1 1
2 歳 1 1

l~2 歳 2 2
1 歳 2 2
Baby 4 4

年齢不 明 1 1
計 6 6 12 24

24 頭 ＋a （内4 Baby)

※ 電波 発信機装着個体 は い な い

〇 男 川A 群

• 2025 年8 月6 日15:02~15:50
く 構成 ＞

宿 野 部川 林道 貯木場

g 早 性不 明 計

オ ト ナ 2 2
ワ カ モ ノ 1 1
2~3 歳 1 1

年齢不 明 1 1
計 3 2 5

5 頭十a
※ 電波発信機装着個 体 は い な い
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【 川 内地区 】

0 M2-Bl 群

• 2025 年8 月9 日 9: 10~10:29 県道川 内 ー佐井線 （ カ モ シカ ラ イ ン） 湯野川 開拓

« 構成 ＞

か 牟 性不 明 計

オ ト ナ 1 6 7

2 歳 1 1

1 歳 1 1 2

Baby 5 5

計 2 8 5 28

15 頭＋a （ 内5 Baby)

※ 電波発信機装着個体は い な い

0 M2-B2 群

• 2025 年8 月6 日 11:00~13:11 県道川 内 一 佐井線 （カ モ シカ ラ イ ン） 佐井村 と の境南 ．

く 構成 ＞

が 牟 性不 明 計

オ ト ナ 8 9 17

ワ カ モ ノ 6 6

4 歳 3 3

3~4 歳 2 2

3 歳 1 1
2~3 歳 1 1
2 歳 3 3

1 歳 3 3

Baby 7 7

計 8 ， 26 43

43 頭＋a （内7 Baby)

※ 電波発信機装着個体はい な い

※ M2-B3 群は2024 年度の報告書でM2-B3 群そ の1 とM2-B3 群そ の2 と し て い た が 、 今回

の調査でそ の1 と そ の2 の2 群を確認す る こ と が で き な かっ たた め 、 今年度の報告で もM
2-83 群そ の1 とM2-B3 群そ の2 と す る 。 次年度 の調査 に委ねたい。
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0 M2-B3 群 そ の1
• 2025 年8 月8 日15:04~16:00

く 構成 ＞

県道川 内 一 佐井線 （カ モ シカ ラ イ ン） 畑集落北

西か ら 東へ横断時

3 早 性不明 計

オ ト ナ 4 7 1 12
ワ カ モ ノ 1 1

4 歳 3 3
3 歳 4 4
2 歳 4 4
1 歳 2 2
Baby 4 4

計 4 7 19 30
30 頭＋a （内4 Baby)

※ 大人メ ス に電波発信機(CH5) が装着 さ れて い る

● M2-B3 群は2024 年度の報告書でM2-B3 群その1 とM2-B3 群そ の2 と し て いたが 、 今

回 の調査でそ の1 と そ の2 の2 群を確認する こ と が でき なかっ たた め 、 今年度 の報告

で もM2-B3 群そ の1 とM2-B3 群そ の2 と する 。 次年度の調査に委ねた い。

0 安部城北A群

• 2025 年8 月6 日 9:03~13:11 県道川 内 一佐井線 （ カ モ シカ ラ イ ン） 安部城沢付

近の道路 を西か ら 東へ横断時

く 構成 ． ））

が 早 性不 明 計

オ ト ナ 3 11 14
ワ カ モ ノ 4 4
4~5 歳 1 1
4 歳 1 1

3~4 歳 2 2
3 歳 1 1
2 歳 1 1 2
1 歳 3 3
Baby 2 4 6
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計 13 16 5 34
34 頭＋a （ 内6 Baby)

※ 大人 メ ス に電波発信機(CH5) が装着 さ れて い る

※ 大人オス に 鼻す じ が切れて い る 個体が い る 。

● 2025 年反季ニ ホ ンザル調査 所感

下北半島 は 、2025 年7 月 中 旬 か ら 猛暑 と な り 下旬 に は気温が33℃ と な っ た 日 が続い た。

夏季調査 中 は雨模様で暑 さ に 関 し て は調査や生活に支障は な かっ た。 植物 の 生育 に つ い

て は猛暑が原因 で あ っ た の かは不 明 だが 、 エ ビガ ラ イ チ ゴは果実 を つ け な か っ た し 、 ブ

ナ は全 く 実 を つ け て い な か っ た。 サルナ シ 、 ヤ マ ブ ド ウ 、 マ タ タ ビ も 不作、 秋 の 実 り は

大凶作の予兆だっ た。 ま た 、 ミ ズナ ラ はカ シ ノ ナガ キ ク イ ム シ に よ る ナ ラ 枯れで多数の

ミ ズナ ラ が枯れて い た。 比較的太 く 立派な 大木に被害が及 ん でい た。 被害地 は九艘泊 —

芋 田 間 、 寄浪地区 の集落背後 の斜面 と い っ た海岸線に多 く 見 ら れた。 こ の被害が今後 も

続 く よ う で あれば、 ミ ズナ ラ の 分布 に も 影響が 出 て く る だ ろ う し 、 ミ ズナ ラ に依存す る

生 き 物た ち に も影響す る も の と 思われ る 。

昨秋 の ブナ の実 り が大豊作だ っ た こ と が影響 し て い る の か、 ア カ ネ ズ ミ や ヒ メ ネ ズ ミ

と い っ た 山 のネ ズ ミ を 見 る 機会 が 多 く あ り 、 個体数が増加 し て い る こ と が示唆 さ れた。

ア ナ グマ も 頻繁 に観察す る こ と が 多 く 、2~4 頭の親子づれな ど を頻繁 に 目 撃 し た。 ヤ マ

ド リ の家族 も 林道 を 車で通過時に頻繁 に 目 撃 さ れた。

サルに 関 して は 、 脇野沢地 区 の斎場周 辺 、 ス キー場入 口 、 田頭林道入 口 付近、 山 の神

神社周 辺 の ソ バ畑 にA87-A 群，01-A1 群、01-A2 群の3 群が執着、 長期 間確認 し た 。 ま

た 、 川 内地区で も 畑集落でM2-B3 群が執着 し調査期 間 中 、 連 日 確認 し た。 こ の一定場所

への終着 も 猛暑が原因 で 山 の 実 り が少 な い こ と が原因 と も 推測 で き る が 、 今後 の継続調

査で明 ら かに した い。
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3. 通年調査 （秋季）

0 A2·84B 群

• 2025·11·26 14:30~15:20
く 構成 ＞

瀬野黒岩 ソ バ 収穫後

が 早 性不 明 計

オ ト ナ 1 2 3
ワ カ モ ノ 1 1
3~4 歳 1 1
Baby 1 1

計 2 3 1 6
6 頭 ＋a （ 内1 Baby)

※ 若者 メ ス に 電波発信機 が 装着 さ れ て い る

0 A2·85 群

• 2025·11·25 14:20~14:30 口 広沢 出 会 い 国道338 号線 を 東 か ら 西へ移動 時

く 構成 ＞

が 阜 性不 明 計

オ ト ナ 3 6 9

ワ カ モ ノ 1 2 3
4~5 歳 1 1
3~4 歳 2 1 3
2~3 歳 2 2
2 歳 1 1
1 歳 2 2
Baby 3 3

計 5 12 7 24
24 頭 ＋a （ 内3 Baby)

※ 電波 発信機 を 装着 し て い る 大人 メ ス が2 頭 は い る が 発信 し て い な い

0 A87·A群SB! 2025·12· 18 寄浪地 区集落

36 頭 ＋a （内6Baby)

オ ト ナ オス 「 メ ン コ 」 オ ト ナ メ ス 「 ト チ 」 オ ト ナ メ ス 発信 し て い

な い 電波発信機装着個 体

21



0 A87·A群SB2 2025·12·19 瀬野黒岩 ソ バ収穫後畑

30 頭＋a （内6Baby)

大人オス 「 ユ ビ も ど き 」 大人 メ ス 電波発信機装着個体

※A87·A 群が サ プ グルー ピ ン グ し て いた。 そ の後 、 合流す る

4. 2025 年度 冬季ニ ホ ンザル生息調査 （大畑 ・ 薬研地区）

4·1 調査の概要

2025 年12 月21 日 か ら12 月25 日 ま での5 日 間 、 それに調査移動 日 の20 日 と26 日 の

前後2 日 間 を含 めた7 日 間 、12 名 の調査員 で 、 大畑川流域に生息す る ニ ホ ンザルの生息実

態調査 を 実施 し た。

積雪の状況は 、 国道279 号線に は全 く な く 、 県道大畑 ー 佐井線は場所に よ っ て は10 茅 ン

程度 、 ほ と ん ど の 区間 が道路 の 両脇 に 除雪で寄せ ら れた程度、 不思議な こ と に 高度の高 い

佐井村 と の境辺 り は全 く 積雪が なかっ た。 林道は雪が残 っ て い る と こ ろ と 全面雪がついて

い る と こ ろ に大別 さ れ、 雪が あ っ て も10 茅 ン程度であ っ た。 かん じ き の使用 は必要なかっ た。

調査期 間 中 、 伐採作業等で入 山す る 車や人 も い なかっ た。

調査期 間 中 、21 日 が一 日 中 降雨、22 日 は降雪が あ っ た も の の穏やかな天候、23 日 は早

朝冷 え て い た が 日 中 は風 も な く 穏やかな 日 、24 日 どん よ り と し た昼 り 、 ただ風はな く 穏や

か、25 日 は昼 り の ち 雨 、 風は な かっ た。

秋 の実 り は 、 ブナ 、 ミ ズナ ラ 、 、 ク リ 、 サルナシ、 ヤマ ブ ド ウ 、 、 ガマ ズ ミ な ど 、 サルの

食べ物 と な る 実 り は大 凶作で 、 すで に ヤマ グ ワ の激 し い樹皮食いが林道際で確認で き た。

ブナ の 凶作はサルに と っ て も 大打撃だ っ た が ク マ に と っ て も 厳 し い秋 と な り 、 全国 で ク マ

の 出没で人 と の接触が あ り 、 社会 問題化 して い た。

4·2 調査 日 、 な ら びに各パーテ ィ ご と の調査結果

◎12 月20 日 （下見） 昼 り

• 国道279 号線 と 大畑 ー佐井線 を車で下見、 積雪の状況 と 林道 の通行可能が ど う かを下見す

る 。 林道沿い のヤマ グ ワ に激 し い食痕が見 ら れ る 地点が多 く あ っ た。

• 12:25~13:05 木野部峠の 国道279 号線のハーモニー橋北100m 地点で東か ら 西へ道路 を

横断する14 頭 十a(lBaby) を カ ウ ン ト 。 すでに渡っ て い る サル も いた と 思われ、 フルカ ウ

ン ト ではない。 電波 は取れな かっ た。

◎12 月21 日 一 日 中 雨
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• 上秋 沢林道 を 踏査。 中 流部 の 分 岐 で17 頭 分 （大10、 中4、 小3)の 足 跡 。 北 か ら 南 へ横断

す る 今 日 の も の 。 上 流 部 の 分 岐 で今 日 の1 頭分 の 足跡 。 北 西 か ら 南東 へ 向 か う 。

・ 仁部 沢林道 、 長 次 郎 沢 林道 、 新右衛 門 沢林道 、 三 太 郎 沢林道 三 つ 又分 岐 ま で を 踏 査 と 車 で

パ ト ロ ー ル。 仁部 沢 入 口 よ り500m 地点 で 昨 日 ぐ ら い の 足跡1 頭分 、 下 流へ 向 か っ て い た 。

・ 重兵衛沢林道 を 踏査 、 サ ル 情 報 は な し 。 帰 路 、15:00~15:25 高 橋 川 集落東 で県道 を 南 か

ら 北 へ横 断す る14 頭(lBaby) + o: を 目 撃 。 群れ の 同 定 は不 明 だ が 電波 は と れ な か っ た 。

・ 階子 沢林道 を 踏 査。 サ ル情 報 は な か っ た 。

・ 調 査地 に 向 か う 途 中 、9:26 烏 沢 出 会 い と 三 太 郎 沢林道 出 会 い の 中 間 地 点 付近で4 頭 （ 大 人

早2、Y 不 明1 、 不 明1)を 目 視 。 足跡 は7 頭分 が 沢側 か ら 山 側 へ 、2 頭 分 が 山 側 か ら 沢 側

へ移動 す る 数分 前 の 足 跡 。 そ の 後 、 三太 郎 沢林道 出 会 い よ り 東100m 地 点 を 山 側 か ら 沢側

へ 向 か う5 頭分 の 足 跡 を確認す る 。 そ の 後 、 囲 沢 林道 の 右股 と 左 股 を 踏 査 。 右股 の 分 岐 よ

り2 km地 点 で5 筋 の 北 へ 向 か う 足跡 、 そ の 少 し 先 で複数頭 が 道 路 上 を 行 き 来す る 足跡 、1
本 の 筋 が 南 へ 向 か う 足 跡 。 すべ て2~3 日 前 の も の 。 左 股 の 林道 で は サル情 報 な し 。

・ 調 査 に 向 か う 途 中 、8:45~9:03 木 野 部 峠 国道279 号線 北 見 台 付近 で10 頭＋ o: (lBaby) を

目 撃 、 前 日 の14 頭＋a の 群 れ と 同 一 群 と 思 われ る 。 そ の 後 、 弥一 郎 沢林道 と 佐井村 と の

境 ま で 、 仁助 沢林道 を 踏査 と 車 でパ ト ロ ール 。 弥一 郎 沢林道 でイ ワ ガ ラ ミ の食 痕 が あ っ た 。

そ れ 以外 の サ ル 情 報 は な か っ た 。

◎12 月22 日 羮 り 一 時小 雪

・ 囲 沢 林道 を 右股 と 左 股林道 を 踏 査 。 左 股 で は サ ル情 報 は な か っ た 。 右股 で林道 の鞍部 周

辺 で14 頭＋a （大 き め の 足跡 だ け 残 っ て い る ） 西 か ら 東 へ移動 す る 足 跡 を確認す る 。21
日 に 確認 し た こ の 地 点 よ り 下 流部 の5 筋 の 足 跡 の も と 同 一群 、21 日 の も の よ り も 新 し い

が2~3 日 ぐ ら い 前 の も の 。 そ の 後 、 佐井 一 薬研線 の 「薬研 ま で11 ぢ 」 標示版 地 点 で13:10
~14:07 42 頭 十 o: (3Baby) を カ ウ ン ト 。 谷 側 か ら 山 側 へ移動 し た 。14:35~14:45 佐井 一 ‘

薬研線 の ゲ ー ト よ り 1.5 km地点 で8 頭 十a(lBaby) を 目 視。 道 路 際 に い て 右岸斜 面 へ 登 る

よ う に 逃 げ去 っ た 。

• 上 ・ 下近藤沢 林道 を 踏 査 。 下近藤 沢林道 の 送 電線やや 上 流 部 で 東 か ら 西へ移動 す る11
頭分 の 足跡。 そ の 後 、 上 近藤 沢 林道 で11 頭分 の 足 跡 の 延長 と 思 わ れ る14 頭分 の 足跡 を

確認。 仁 部 沢 方 向 へ移 動 し て い た 。

・ 三 太 郎 沢林道 奥 三 叉 路右股林道 を 踏査。 林道 終 点付近 で11:14 サル6 頭 を 目 視 （ 大 人 オ

ス1 、 親子1 組） 。 三戸 橋 か ら 入 る 林道 の 踏査 で は サル 情 報 な し 。 そ の 後 、 新右衛 門 林

道 を 車 でパ ト ロ ー ル。 林道 終 点 付 近 で 昨 日 の 足跡 を 発 見 。 北 西 方 向 へ2 頭 （大1 、 中1) 、

南東方 向 へ4 頭 （大1 、 中3)分 を確認す る 。

・ 三太郎 沢林道 の 一 つ 目 の左股 、 そ の 奥分 岐 の 左 股 を 踏 査 し た が 、 サル情報 は な か っ た 。

・ 大畑 ＿ 川 内 線 の 上秋 沢 林道 を 踏査 。 サル情 報 は な か っ た 。

・ 大 畑 ー 川 内 線 重兵衛沢 林道 を 踏査 。 中 流 部 で林道 の 谷側 で数頭(5 頭 ぐ ら い か） の 足跡。
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林道 を100m ほ ど移動 し て いた。 た だ 、 移動 の方 向 は不 明 。

• 佐井 一 大畑線 を市町村境ま で車でパ ト ロ ール。 そ の後 、 右衛門 四 郎沢林道 を踏査、 右岸

斜面 を 登 り 佐井 一 大畑線 に降 り る 。 そ の後 、 仁助沢林道 を踏査。 サル情報は な し。

• 佐井 一 大畑線 弥一郎沢林道 を踏査。 桂平531P 南東の林道上 にイ ワ ガ ラ ミ の食痕。 ＾

◎12 月23 日 垂 り

• 佐井 一 大畑線の佐井村境ま で 、 雨最観測施設近 く か ら 伸 び る 林道 、 仁助林道 を車でパ ト

ロ ール と 踏査。 サルの フ ン 、 食痕 は あ っ た も の のサルの群れの情報は な かっ た。

• 上近藤沢 の送電線やや南か ら 左 に入 る 林道 を踏査。 昨 日 の情報以外 のサル情報は な かっ

た。

・ 烏沢林道 と 二階滝沢林道 を踏査。 二階滝沢林道で西か ら 東へ移動する3 日 ぐ ら い前の18
頭 ＋a の足跡。 ま た 、 二階滝沢分岐 よ り 北上す る 林道で今 日 の足跡1 頭分（大 き い足跡）

と4 日 以上前の11 頭 ＋a の南下す る 足跡。 ま た 、 烏沢林道で今 日 の足跡1 頭分（大 き い）

を確認。 ヤマ グ ワ やイ ワ ガ ラ ミ の食痕 を確認 し た。

・ 三太郎沢林道の奥の分岐か ら 分かれ る3 本の林道 を踏査。 そ の後 、 佐井 一 大畑線の佐井

村境ま でを車でパ ト ロ ール。 三太郎沢奥 の左股の林道で昨 日 確認 さ れた群れ と 同 一の群

れの2 頭分の足跡、 山側か ら 谷側へ下 り る かな り 大 き め の足跡 を確認 し たが 、 それ以上

のサル情報 は なかっ た。

・ 小西股沢林道 を大石八森分岐ま で と 大西股沢林道 を車でパ ト ロ ール と 踏査。 古い1~3
頭分の足跡を確認、 ま た 、 コ シア ブ ラ 、 サルナ シ の食痕 を確認 し たが 、 新 し い群れの情

報 は得 ら れなかっ た 。

・ 薬研キ ャ ンプ場か ら 北上す る 林道 を佐藤平林道 と の分岐、 そ の後 、 大西股沢林道 を踏査。

キ ャ ンプ場 と 佐藤平林道 と の分岐ま での 中 間地点付近標高360m で今 日 の足跡9 頭 十a

（大5、 中1 、 小3) 、 そ の 足跡の延長 と 思われる18 頭＋a （大10、 中5、 小3) を佐藤平

林道 と の分岐付近で確認。 林道 を横断 し西へ移動 し て いた。

・ 釜の 沢林道 、 小西股沢林道 、 湯の股沢林道 を車でパ ト ロ ール。 釜 の沢林道で足跡の情報

を得たが報告は別 の調査員 の報告を参照。 それ以外の サル情報はな かっ た。

・ 釜 の 沢林道 を車でパ ト ロ ール、 ウ グイ 滝沢林道 を踏査。 釜 の 沢林道の入 口 よ り2km付近

で東か ら 西へ林道 を横断する10 頭 ＋a （大5 、 中2)2 日 ほ ど前の も の を確認。 ウ グイ 滝

沢林道でイ ワ ガ ラミ 、 コ シア ブ ラ の食痕が林道 に散在 していた。

◎12 月24 日 蜃 り

・ 調査地へ 向 か う 途 中 、 国道279 号線 旧 二枚橋小学校西の新道 の り 面で8:47~9:25 東か

ら 西へ移動する22 頭 十a (3Baby) を 目 視。 道路両側の の り 面でヤマハ ギの樹皮食い を観

察。 そ の後 、 高橋川集落近 く の薬研へ向 か う 県道で9;35~10;10 県道 の南側林でヤ マ グ

ワ を採食する11 頭十a(4Baby) を 目 視。 こ のサルの群れの詳細 は別 の調査員 の報告 を参
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照 。 そ の 後 、 ウ グ イ 滝 沢林道 と 湯 の 股沢林道 を 踏査 。 ウ グ イ 滝 沢林道 の 複数個所 で食痕

あ り 。 す で に 報告済 み 。 湯 の股 沢林道 で分 岐 よ り も2kmあ た り で古 い6 頭分 の 足跡 。 サ

ルナ シ 、 イ ワ ガ ラ ミ 、 コ シ ア ブ ラ の食 痕 あ り 。

・ 小 目 名 沢林道 の材木沢 の 出 合 い で9:13~10:50 南 か ら 北 へ移動す る60 頭 十 o:(4Baby) を

カ ウ ン ト 。 電 波 は取 れず 。 そ の 後 、 佐藤 ケ 平林道 を 東側 （海側 ） か ら 車 で パ ト ロ ール と 踏

査。 高橋 川 と 葉色 沢 間 の尾 根 を 佐藤 ケ 平林道 か ら 踏査 、2 日 前 と 思 われ る8 頭分 （大6 、

中2) そ こ か ら 南 で前 日 ぐ ら い の7 頭 分 （大1 、 中4 、 小2) の 足跡。

・ 曽 古部川 林道 と 昼飯場 沢林道 を 踏査。 オ オバ コ の 根 、 イ ネ 科 の 茎 の食痕 を 確認 、 薬研橋

に 古 い フ ン を 多数確認。 そ れ 以外 サ ル の 群れ の 情報 は な か っ た 。 そ の 後 、14:33~14:50
高 橋川 集落 の 西側 で県道 を 南 か ら 北 へ渡 る23 頭 十 o:(4Baby) を カ ウ ン ト ・。 午前 中 に11
頭確認 し て い た 群れ。

• 高 橋川 林道 を 踏 査 。 サル情 報 は な か っ た 。

・ 釜 の 沢林道 を 車 でパ ト ロ ー ル と 踏査。13:56 ゲー ト よ り 南1 km付近 の 東側斜面 で啓戒音 。

お そ ら く 群れ が い た も の と 推測 さ れ る が 、 サル の 目 視 は な か っ た 。

・ 薬研 の キ ャ ン プ場 か ら 北 上 し 佐藤 ケ 平林道 の 東側 （海側 ） を 踏 査 。 葉色 沢 上流部 の左股 が

林道 と 交差す る 地 点 で北 か ら 南へ移動 す る13 頭分 の 足跡。 昨 日 か2 日 前 の も の 。

・ 薬研 キ ャ ン プ場 か ら 佐藤ケ 平林道 へ続 く 林道 を 北上 、 分 岐 を 大 西股林道 へ踏査 。 サル情

報 は な か っ た 。

・ 小 西股林道 の佐藤ケ 平林道 と の 分 岐 ま で を 車でパ ト ロ ール。 そ の 後 、 大 西股林道 を キ ャ

ン プ場 か ら 北 上 す る 林道 と の 分岐点 ま で を 踏査。 そ の後 、 奥薬研 の ゲー ト 近 く の 赤 い橋

ま で踏査 で往復 。 佐藤 ケ 平林道 と の 分 岐 で ヤ マ グ ワ の食痕 を確認 し た が 、 そ れ以 外 の サ

ル情 報 は な か っ た 。

・ 小 西股林道 を 易 国 間 と の 境 ま で を 踏査 。 林道 上 に ヤ マ グ ワ 、 イ ワ ガ ラ ミ の食痕 は あ っ た

が 、 そ れ 以 外 の サル情 報 は な か っ た 。

◎12 月25 日 昼 り の ち 雨

・ 奥薬研 の ゲー ト か ら 佐井 一 大畑線 の 川 内 方面へ の 分岐 ま で を 車でパ ト ロ ール と 踏査 。 烏

沢 で多数 の 食痕 を 確認 し た が 、 サル の 目 撃 は な か っ た 。

・ 釜 の 沢林道 をP532.8 の 北 ま で を 踏査 。 サ ル情報 は な か っ た 。

・ 小 目 名 沢林道 の材木沢周 辺 を 踏査 。 サ ル の 声 、 一 声 を 聞 く が そ れ以 外 の 情報 は得 ら れ な

か っ た 。

・ 小 西股林道 を 易 国 間 と の 境辺 り ま で を 踏査 。 古い食痕 を確認 し た が 、 す で に報告済み の

も の 。 帰 路 、14:40 国道279 号線新道 の 釣屋浜集 落近 く の の り 面 に い る 大人 メ ス1 頭 を

目 撃 、 奥 の 林 内 で 鳴 き 声 は 聞 こ え る が1 頭以外 目 視 な し 。

・ 烏 沢林道 と 二 階滝 沢林道 を 踏査 。 二 階滝沢林道 で古 い フ ンや食痕 、 新 し い食痕 と 新 旧 入

り 乱れ て確認。 烏 沢林道 の東 、 大畑川 左岸 の 見通 し の 悪 い広場 に 新 し い食痕 が あ っ た が 、
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サルの群れの 目 視はな か っ た。

• 上近藤沢林道 、 下近藤沢林道 を と も に送電線 よ り も 上流ま で を踏査 し た が 、 サル情報 は

な か っ た。

・ 三太郎沢林道 の奥 の三つ又 の左股林道 と 真ん 中 の林道 を踏査。 サル情報 はな かっ た。 そ

の後 、 佐井 一 大畑線の太兵衛川 林道入 口 ま でを 車でパ ト ロ ール。 サル情報は な か っ た。

• 新右衛門 沢林道 と 下獅子沢林道 を踏査。11:16 新右衛門 沢林道の入 口 近 く の右岸か ら サ

ル の 声 を聴 く 。 た だ、 サルの 目 視は な か っ た。 下獅子沢林道では古いマ タ タ ビ 、 ヤマ グ

ワ の食痕 を確認 し た が 、 それ以外の サル情報は な かっ た。 帰路、15:00~15:15 小 目 名

集落の西の端で8 頭十a を 目 視 、 電波 は取れなか っ た 。 調査 中 、 高橋川集落で観察 して

いた群れ と 同 一。

・ 湯の股沢林道 と そ の支沢 の千穂沢 と 兵次郎沢 を踏査。 古い足跡 と 食痕 を確認 した が 、 す

でに報告済み。

◎12 月26 日 晨 り 一時睛れ 調査終了移動 日

・ 奥薬研の ゲー ト ま で を車でパ ト ロ ール。9:25~10:15 小 目 名 集落西の 県道の の り 面上部

で グルー ミ ン グす る8 頭＋a を 目 視。 調査 中 、 高橋川集落で23 頭＋a をカ ウ ン ト した

群れ と 同 一。

※2025 年冬季ニ ホ ンザル生息調査 所感

2025 年の冬季調査 に お け る 特記事項 と して 、 ま ず調査期 間 中積雪が少な かっ た こ と 。 それ

に 降雪では な く て初 日 並びに最終 日 が 降雨 と い う 気象条件で あ っ た。 道路 の積雪状況は、 大畑

ー 佐井線に は全 く 雪 が な く 、 路肩 に残 る 程度 、 サルの足跡は 日 陰 と な る ス ギ林な ど場所 に よ っ

て は残 る程度で、 足跡 を確認で き る 場所 と 出来な い場所が あ っ た。 幹線か ら 外れた各沢 の林道

は5 C IIl程度か ら10、20 C IIl と 林道 を奥 に進む につれ積雪が あ り 、 沢 の奥 ま では車での入 山

は で き な かっ た。 各沢 の林道では足跡に よ る サルの確認は可能な状態で あ っ た。 ま た 、 釜の沢

林道 は積雪量が少 な く 、 かな り 上流部標高 の 高 い地点ま で車で入 る こ と が で き た。 佐藤ケ平林

道 は全線車での通行が可能で あ っ たが 、 伐採作業 を して いた た め車での全線の通行はで き な か

っ たが踏査は可能だっ た。 道路並びに林道 の通行が かな り 奥ま で車で入 山 で き た こ と で踏査範

囲が広が っ た。

道路沿い の ヤマ グ ワ の サルの食痕が小 目 名 集落な ど各集落でかな り 激 し く 食 われて い た。 こ

れ ま での調査で、 こ の 時期 と し て は珍 しい ほ ど の食痕で あ っ た。 ま た 、 同様に各集落近 く の ク

リ に多数の ク マ棚 を確認。2025 年の全国的 な ク マ 出没の 多 さ が大畑地区で も 顕著にみ ら れた。

奥薬研の ゲー ト よ り 西、 奥の サルの群れにつ い て は 、 こ こ 数年烏 沢か ら 三太郎沢 の 間 の大畑

ー佐井線で比較的個体数が多 い群れを確認 し て い た が 、 今回 は烏沢周 辺で20 数頭の足跡に よ
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る 確認 と7 頭 の サ ル の 目 視 が あ り 、 そ れ ぞれ少 し 距離 が あ る 場所 で の 確認で あ っ た た め 、 分 派 、

分裂 し て い る こ と が 推測 さ れ た 。 た だ 、 烏 沢 で確認 し た 足 跡 が 新 旧 あ り 連 日 大畑 川 左岸 に い た

と も 推測 で き る 。 こ の 辺 に つ い て は 来年 の 課題 と し た い 。 ま た 、 上秋 沢 林道 、 大畑 ー 佐井線 の

雨 量観測 小 屋 よ り 西 、 囲 沢 林道 の 右股 奥 で 、 そ れ ぞれ1 群 の 確認 を 得 た 。

佐藤 ケ 平林道 、 小 西 股林道 に つ い て は 、 目 視 は で き な か っ た が 、 足 跡 に よ る 確認 で2 群 を確

認 、 た だ 、 釜 の 沢 林道 、 ウ グ イ 滝林道 、 湯 の股 沢 林道 で は1~2 頭 ぐ ら い の 足 跡や少 数 の 足跡

を確認 し た が 、 サル の 群れ の 目 視 は で き な か っ た 。

小 目 名 集 落周 辺 で は 、14 頭 ＋a の 群れ と60 頭 ＋a の 群 れ の2 群 を 目 視 、 佐藤ケ 平林道 で 足

跡 に よ る 確認 の 群れ と の 関 連 を 考 慮 し た 群 れ名 を 確定 し た い 。

木 野部 峠周 辺 で は 、22 頭 ＋a の 群 れ を 目 視 し て い る 。

4-3 冬 季 ニ ホ ン ザル生 息調査 中 に 確認 し た 群れ の 結果

調 査期 間 中 、 確認 し た 個 体数 、 観察 場所 、 足跡 情 報 、 鳴 き 声 、1~2 頭 の ハ ナ レ ザル の 情 報 、

電波 発 信機 の 受信状況 な ど を 精査 し 、 こ れ ま で の 調 査結果 を 元 と し 、 ま た 、 大 畑 町 の 野猿 監視

員 か ら の 情報 を 加 味 し て 、 冬季期 間 中 の 群れ の 結果 と す る 。

【 ゲー ト 東側 大畑 川 下流部 〗

0 I2·Al 群 （キ ノ ッ プA群）

• 2025 年12 月24 日 8:47~9:25 国道279 号線新道 旧 二枚橋 小 学校 西 の の り 面

« 構成 ＞

が ， 性 不 明 計

オ ト ナ 3 9 12
ワ カ モ ノ 1 1
3~4 歳 1 1 2
2 歳 2 2
1 歳 1 1 2
Baby 1 2 3

計 5 14 3 22

22 頭 ＋a （ 内3 Baby)

※ 大畑 町 の 野猿 監視員 の 情 報 で は2025 年12 月10 日 に 風 間 浦 で捕獲 し 電波

発 信機 を 装着 し て い る と の こ と 。 テ レ メ の 確認 を し な か っ た 。

※ 鼻 先 が 欠 け て い る 老 メ ス が い た 。
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0 I2·A2 群 （キ ノ ッ プB 群）

• 2025 年12 月20 日12:25~13:05
く 構成 »

国道279 号線 ハーモ ニ ー橋北100m地点

か 牟 性不 明 計

オ ト ナ 1 5 6

ワ カ モ ノ 2 1 3

3~4 歳 3 3
2 歳 1 1
Baby 1 1

計 1 7 6 14

14 頭＋a （ 内1 Baby}

0 I2-C 群

調査期 間 中 、 確認で き な か っ た。 た だ し 、 佐藤ケ平林道で確認 し た少数の足跡が こ の

群れの も の の 可能性が あ る が 、 確証は得 ら れな い 。

0 Ka 群

• 2025 年12 月25 日 釜の沢林道 入 口 よ り2 km入 っ た地点 東か ら 西へ林

道 を横断 し た足跡

10 頭＋a 【 足跡］

（大5、 中2) た だ し大5 の う ち3 は2 頭以上 の足跡

0 Ko-Al 群 （イ ロ ハA 群）

• 2025 年12 月24 日9: 13~10:50

« 構成 ＞

小 目 名 沢林道 の小 目 名 沢 と 材木沢 の合流地点 を

南か ら 北へ移動時

g 早 性不 明 計

オ ト ナ 7 18 3 28

ワ カ モ ノ 9 9

3 歳 4 4
2 歳 8 8
1 歳 7 7
Baby 4 4

計 7 18 35 60

28



60 頭 ＋a （内4 Baby}

※ 電波 発 信機 は 装着 さ れ て い な い 。

0 Ko·A2·a 群 （イ ロ ハBl 群）

調 査期 間 中 、 確認 で き な か っ た 。 大 畑 町 の 野猿 監視員 か ら の 情 報 に よ る と 、 調 査期 間 中 、

高 梨 地 区 、 新 田 地 区周 辺 に い た と の こ と 。70 頭 か ら90 頭 ぐ ら い の 大 き な 群 れで電波発 信

機 が 装着 さ れ て い る 。

0 Ko·A2·b 群 （イ ロ ハB2 群）

調 査期 間 中 、 確認 で き な か っ た 。 大 畑 町 の 野猿 監視員 か ら の 情報 に よ る と 、 調 査期 間 中 、

国道279 号線 の ヤ マ ト 宅 急便 の 集配 所周 辺 に い た と の こ と 。30 頭 ぐ ら い の 群れ で電波 発

信機 が 装着 さ れ て い る 。

0 Ko-Bl 群 （ハ イ ロA 群）

• 2025 年12 月23 日 佐藤 ケ 平林道 の 薬研野 営場 か ら 北 上 し た林道 と の 出

会 い 付近 を 東 か ら 西 へ移 動 す る 本 日 分 の 足跡

18 頭 ＋a 【 足跡 】

（大10、 中5、 小3)

0 Ko·B2 群 （ハイ ロB 群）

• 2025 年12 月21 日15:00~15:25
く 構成 ＞

高 橋川 集 落周 辺

ざ 早 性不 明 計

オ ト ナ 1 5 6
ワ カ モ ノ 1 1
3~4 歳 2 2
3 歳 1 1

2~3 歳 1 1
2 歳 1 1.

.1 歳 1 . 1
Baby 1 1

計 1 5 ·s 14

14 頭 ＋a （内1 Baby)

※ 電波 発 信機 は 装着 さ れ て い な い 。

※ 鼻 の 右側 が 欠 け て い る 老 メ ス が い る
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【 ゲー ト 東側 大畑川 下流部 】

0 13-A 群

I3•A 群は2024 年12 月23 日 の観察で74 頭 ＋a を確認 し て い る 。 今回 、 前回 の個体数 を数

え る こ と が な か っ た。 分派 、 分裂 し て い る こ と も あ り 、13-A 群関連 と 推測で き る サルの情

報 を 報告す る 。

●13-A 群 そ の1
• 2025 年12 月23 日 近藤沢 と 烏 沢 と の 間 、 二階滝沢林道 を 西か ら 東へ移動す る 足跡

18 頭＋a 【 足跡〗

●I3·A 群 そ の2
• 2025 年12 月22 日14:35~14:45 奥薬研ゲー ト よ り 西 1.5 km地点 大畑川

左岸斜面

8 頭＋a （内lBaby)

●13-A 群 そ の3
• 2025 年12 月22 日 新右衛門 沢林道 の終点地点 南東方 向並びに北西方向 へ移動

す る 足跡

6 頭＋a 【 足跡］

伏1 、 中3 と 大1 、 中 1)

0 M2·Al 群 （弥一郎沢の群れ）

• 2025 年12 月22 日 13:19~14:07 大畑 ー 佐井線 「薬研ま で11 km 」 看板地点

« 構成 ＞

g 早 性不 明 計

オ ト ナ 5 12 17
ワ カ モ ノ 4 4 1 9
4~5 歳 1 1
3~4 歳 2 1 3
3 歳 2 2

2~3 歳 1 1
2 歳 1 2 3
1 歳 3 3
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Baby

計 10 20

3
-
12

3

42
l

42 頭＋ a （内3Baby)

※ 電波発信機は装着 さ れて い な い。

0 M2·A2 群 （上狭沢の群れ）

。2025 年12 月21 日

〇 誠2·A3 群 （囲沢の群れ）

。2025 年12 月22 日

上秋沢林道の最初の分岐 北か ら 南へ林道 を横断する 足跡

17 頭＋a 〖 足跡〗

(jc 10、 中4、 小3)

囲沢林道右股、 鞍部地点で西か ら 東へ林道 を横断する 足跡

認 頭＋a 〖 足跡〗

0 M2·A4 群 （三太郎沢の群れ）

。2025 年12 月22 日11:14~12:20
く 構成 ＞

三太郎沢奥の三又の右股の沢の最深部

が 早 性不明 計

オ ト ナ 1 1 2
ワ カ モ ノ 1 1

3 歳 1 1
2 歳 1 1
Baby 1 1

計 1 1 4 6
6 頭＋a （内1 Baby)

0 Sl·A 群 （新田A 群）

調 査 を 実施 し な か っ た

0 Sl·B 群 （新田B群）

調査 を実施 し な か っ た

0 S2 群 （恐 山 の群れ）

• 2025 年12 月24 日 釜の沢林道最上部

食痕 、 サルが通っ た跡がす じ と な っ てい る フ ィ ール ドサイ ンで確認
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5 ． 補足調査 （冬季）

0 A2-84A 群

• 2026 年3 月18 日

く 構成 ＞

12:10~12:30 瀬野黒岩 ソ バ休耕地

g 早 性不明 計

オ ト ナ 1 7 8
ワ カ モ ノ 3 3
3~4 歳 1 2 3
2 歳 1 ·，“ 3
1 歳 1 1 2
Baby 8 8

計 6 8 13 27
27 頭（内8Baby)

※ 電波発信機 は大人オス （黄色） と やや若 め の大人 メ ス （黄色） につ いて い る 。 発

信 し て い な い 電波発信機 を装着 し て い た老 メ ス は捕獲 さ れた。

●A87·A群 そ の1
·2026 年2 月22 日

く 構成 ＞

11:05~12:00 瀬野黒岩 ソ バ休耕地 東か ら 西へ移動時

か 早 性不明 計

オ ト ナ 3 23 26
ワ カ モ ノ 2 2
3~4 歳 1 2 3
2~3 歳 .3 3
1~2 歳 1 10 11
Baby ， ，

計 3 27 24 54
54 頭（内9Baby)

※ 電波発信機装着 し た大人 メ ス 、 発信 して い な い電波発信機装着大人 メ ス 、 大

人オス 「 メ ン コ 」 、 大人 メ ス 「 シ ドケ 」 、 大人 メ ス 「 ト チ」 「 ト チネエ 」 な ど

を確認

●A87·A群 そ の2
• 2026 年2 月22 日 9:00~9:20 芋 田 集落 を 西 か ら 東へ横断移動 時
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« 構成 ＞

が 牟 性不 明 計

オ ト ナ 1 10 11
ワ カ モ ノ 1 1 2
3~4 歳 1 1
2~3 歳 1 1
1~2 歳 1 1
Baby 2 2

計 2 12 4 18
18 頭（内2Baby)

※ 電波発信機装着個体 は い な い 。 大人 オ ス 「ユ ビ 」 、 大人 メ ス 「 タ ラ 」 を確認

A87A群 は2026 年2 月8 日 か ら サ ブ グルー ヒ° ン グ し て い て 、2026 年2 月28 日 に合流 し た 。

0 A87·A 群

• 2026 年3 月16 日

く 構成 ＞

9:40~10:50 瀬野黒岩 ソ バ休耕地

d 牟 性不 明 計

オ ト ナ 3 26 29
ワ カ モ ノ 5 3 8
4~5 歳 ，.., 2
3~4 歳 2 1 1 4
2~3 歳 1 3 7 11
1~2 歳 2 4 6
Baby 12 12

計 15 33 24 72
72 頭（内12Baby)

※ 発信機装着個体 は 大人 メ ス(CH5) と 大人 メ ス(CH3)の2 頭。 発信 し て い な い

電波発信機装着個 体大人 メ ス が い る 。

0 A2·84B 群

• 2026 年3 月2 日

く 構成 ＞

「 - - - - | か 0
千

白 岩 海岸線 の コ ン ク リ ー ト の壁

性不 明I 計
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オ ト ナ 1 1 2
ワ カ モ ノ 1 1
3~4 歳 1 1

計 2 2 4
4 頭

※大人 メ ス に装着 してい る 電波発信機（青色） は発信 して い な い。 若者メ ス に装

着 して い る 発信機が電波 を発信 し て い る

0 M2·B2 群

• 2026 年3 月25 日14:20~14:55

く 構成 ＞

川 内 一佐井線カ モ シカ ラ イ ン ス ノ

ー シ ェ イ ド と 町村境 と の 間

d 牟 性不明 計

オ ト ナ 1 4 5
ワ カ モ ノ 1 1
3~4 歳 2 2
2~3 歳 3 3
1~2 歳 2 2
Baby 5 5
不明 27 27

計 2 4 39 24
45 頭（内5Baby) 【 目 視 ・ 足跡〗

※ 年齢 ・ 性不明 が27 頭 と 多いい の は、 カ ウ ン ト 開始時点ですで に道路 を横断

して いた も の を足跡で確認 したた め。

※ 電波発信機は装着 さ れて い ない

0 Ko·A2·b 群（イ ロ ハB2 群）

• 2026 年3 月10 日10:25~11:05
く 構成 ＞

大畑町運動公園 を東か ら 西へ移動時

d 早 性不 明 計

オ ト ナ 1 10 11
ワ カ モ ノ 1 1 2

2 歳 2 2
1 歳 3 3
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□y ロ 24 頭（内6Baby)

※ 大人 メ ス1 頭 （黄色 テ ー プ） に 電波発 信機 が装着 さ れ て い る

6

2 11 11

0 Ka 群

• 2026 年3 月10 日11:20~11:45
く 構成 ＞

大畑 ー 佐井線 征葉橋周 辺

が 阜 性不 明 計

オ ト ナ 1 12 3 16
ワ カ モ ノ 2 1 3
4~5 歳 1 1
3~4 歳 1 1
2~3 歳 5 5

1 歳 3 3
Baby 5 5

計 4 13 17 34
34 頭（内5Baby)

6. 2025 年度 各群れ ご と の結果

〖 脇野沢 地 区 〗

◎A2·84A 群

• 2026 年3 月18 日

く 構成 ＞

12:10~12:30 ． 瀬野黒岩 ソ バ休耕地

か 早 性不 明 計

オ ト ナ 1 7 8
ワ カ モ ノ 3 3
3~4 歳 1 2 3
2 歳 1 2 3
1 歳 1 1 2
Baby 8 8

計 6 8 13 27
27 頭（内8Baby)
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※ 電波発信機は大人オス （黄色） と やや若 め の大人 メ ス （黄色） に つ いて い る 。 発

信 し て い な い電波発信機を装着 して いた老メ ス は捕獲 さ れた。

※ カ ウ ン ト し た 日 時以降1 歳か ら3 歳 ま でのサル3 頭が捕獲 さ れた。2026 年

3 月 末時点で24 頭 と な っ て い る 。

◎A2·84B 群

• 2026 年3 月2 日

く 構成 »

白岩 海岸線の コ ン ク リ ー ト の壁

d 阜 性不 明 計

オ ト ナ 1 1 2
ワ カ モ ノ 1 1
3~4 歳 1 1

計 2 2 4
4 頭

※大人 メ ス に装着 し てい る 電波発信機（青色） は発信 して い な い。 若者メ ス に装

着 し て い る 発信機が電波 を発信 して い る

◎A2·85 群

• 2025·11·25 14:20~14:30
く 構成 ＞

ロ 広沢出会い 国道338 号線 を東か ら 西へ移動時

か 早 性不明 計

オ ト ナ 3 6 9
ワ カ モ ノ 1 2 3
4~5 歳 1 1
3~4 歳 2 1 3
2~3 歳 2 2
2 歳 1 1
1 歳 2 2
Baby 3 3

計 5 12 7 24
24 頭＋a （内3 Baby)

※ 電波発信機 を装着 して い る 大人 メ ス が2 頭はい る が発信 し て い な い

◎A87·A群

• 2026 年3 月16 日 9:40~10:50
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く 構成 ＞

が 早 性不 明 計

オ ト ナ 3 26 29
ワ カ モ ノ 5 3 8
4~5 歳 2 2
3~4 歳 2 1 1 4
2~3 歳 1 3 7 11
1~2 歳 2 4 6
Baby 12 12

計 15 33 24 72

72 頭（内12Baby)

※ 発信機装着個 体 は 大人 メ ス(CH5) と 大 人 メ ス(CH3) の2 頭。 発信 し て い な い

電波発 信機装着個 体大人 メ ス が い る 。

※ カ ウ ン ト 日 時以 降 、Baby2 頭 が捕獲 さ れ た 。

◎A87-B 群

• 2025 年6 月30 日13:55~14:40
く 構成 ＞

九艘泊 集落 を 西 か ら 東へ移動 時

が 早 性不 明 計

オ ト ナ 5 i5 2 22
ワ カ モ ノ 3 1 1 5
3~4 歳 3 3
2~3 歳 7 7
l~2 歳 4 4

1 歳 3 3
Baby 12 12

計 8 16 32 56
56 頭 （ 内12Baby)

※ 電波 発信機装着個体 は若者 メ ス(CHl) 、 電波 を 発信 し て い な い発信機装着個 体

大人 メ ス((CH3 緑色ベル ト ） が い る 。

◎01-Al 群

• 2025 年8 月6 日10:27~10:52
く 構成 ＞

[ | か | 辛 性不 明

滝 山 橋 を 西 か ら 東へ横断時

計
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オ ト ナ 3 11 14

5~6 歳 1 1
4~5 歳 1 1
2~3 歳 5 5

2 歳 1 1

1~2 歳 2 2

Baby ， ，
計 5 11 17 33

33 頭 （内9 Baby)

※ 大人 メ ス3 頭 に電波発信機が装着 さ れて い る 。 ただ し1 頭の電波発信機 は電波 を

発信 し て い な い

◎Ol-A2 群

• 2025 年7 月11 日9:40~11 :35
く 構成 ＞

七 引 橋東 脇野沢川 を横断時

が 牟 性不 明 計

オ ト ナ 3 17 20
ワ カ モ ノ 5 5 1 11
4~5 歳 2 2
3~4 歳 1 3 5 ，
2~3 歳 1 1 5 7
1~2 歳 1 4 5
Baby 16 16

計 13 26 31 70
70 頭＋a （内16Baby)

※ 電波発信機装着個体の 大人老 メ ス(CHl 赤ベル ト ） は確認が と れ な く な っ て

い る 。 おそ ら く 死亡。 電波発信機装着個体大人 メ ス が い る 。

◎01-B 群

• 2025 年8 月4 日 9:45~11:20 源藤城集落北 国道338 号線を東か ら 西へ移動時

く 構成 ＞

g 阜 性不 明 計

オ ト ナ 3 10 1 14
ワ カ モ ノ 5 2 2 9
3~4 歳 3 3
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2 歳 1 1
l~2 歳 1 1

1 歳 3 3
Baby 8 8

計 8 12 19 39
39 頭 ＋a （内8Baby)

※ 電波発信機装着個体 は 大人 メ ス(CH2 黄緑色ベル ト ） 。

◎02-Al群

• 2025 年6 月28 日

« 構成 ＞

10:05~10:45 国道338 号線 （海峡ラ イ ン）M字カ ーブ

d 牟 性不 明 計

オ ト ナ 2 10 12
ワ カ モ ノ 1 1 2
3~4 歳 1 2 3
2~3 歳 1 1
2 歳 1 1
1 歳 1 1 2 4
Baby 7 7

年齢不 明 1 1
計 5 12 14 31

31 頭＋a （内7Baby)

※ 電波発信機装着 し て い る 個 体 は い な い 。

◎02·A2 群

• 2025 年8 月9 日

く 構成 ＞

11:39~12:30 国道338 号線 （海峡 ラ イ ン） 流汗台南

d 阜 性不 明 計

オ ト ナ 3 11 14

ワ カ モ ノ 1 1 2 4
4~5 歳 1 1
3~4 歳 1 1
3 歳 1 1
2 歳 1 3 4
1 歳 1 1
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Baby

計 4 16

6-
12

6

32
l

32 頭＋a （内6 Baby)

※ 電波発信機は装着 さ れて い な い

◎02-B 群

• 2025 年7 月24 日 9:45~10:25 国道338 号線 （海峡 ラ イ ン） 旧 イ ノ シシ飼育場北

く 構成 ＞

が 早 性不明 計

オ ト ナ 4 17 21
ワ カ モ ノ 3 4 7

4 歳 1 1
3~4 歳 1 1 5 7
2~3 歳 1 1 2 4
l~2 歳 2 2 4
Baby ， ，

計 ， 25 19 53
53 頭＋a （内9Baby)

※電波発信機装着個体は大人老メ ス(CH4 青色ベル ト ） 。

◎ 男川A群

• 2025 年8 月6 日15:02~15:50
く 構成 ＞

宿野部川林道 貯木場

3 牟 性不明 計

オ ト ナ 2 2

ワ カ モ ノ 1 1
2~3 歳 1 1

年齢不明 1 1
計 3 2 5

5 頭十a

※ 電波発信機装着個体はい な い

◎ 男川B 群

• 2025 年8 月6 日13:21~14:45
く 構成 ＞

男川林道 板家戸沢林道
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g 早 性不 明 計

オ ト ナ 2 6 8
ワ カ モ ノ 4 4
3~4 歳 1 1
2~3 歳 1 1
2 歳 1 1
l~2 歳 2 2

1 歳 2 2
Baby 4 4

年齢不 明 1 1
計 6 6 12 24

24 頭 ＋a （ 内4 Baby)

※ 電波発信機装着個 体 は い な い

〖 川 内 地 区 〗

◎M2-B1 群

• 2025 年8 月9 日 9: 10~10:29 県道川 内 ー佐井線 （ カ モ シカ ラ イ ン） 湯野川 開 拓

« 構成 ＞

d 牟 性不 明 計

オ ト ナ 1 6 7
2 歳 1 1
1 歳 1 1 2
Baby 5 5

計 2 8 5 28

15 頭 ＋a （ 内5 Baby)

※ 電波発信機装着個 体 は い な い

◎M2-B2 群

• 2025 年8 月6 日 11:00~13:11 県道川 内 一 佐井線 （ カ モ シ カ ラ イ ン ） 佐井村 と の境南

く 構成 ＞

オ ト ナ

ワ カ モ ノ

が
一

8

早一
9

性不 明

6

計
＿

17
-
6
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4 歳 3 3

3~4 歳 2 2

3 歳 1 1
2~3 歳 1 1
2 歳 3 3

1 歳 3 3

Baby 7 7

計 8 ， 26 43
I

43 頭＋a （内7 Baby)

※ 電波発信機装着個体は いな い

◎M2-B3 群 その1
• 2025 年8 月8 日

く 構成 ＞

15:04~16:oo 県道川 内 一佐井線 （ カ モ シカ ラ イ ン） 畑集落

北西か ら 東へ横断時

3 早 性不明 計

オ ト ナ 4 7 1 12

ワ カ モ ノ 1 1
4 歳 3 3
3 歳 4 4
2 歳 4 4
1 歳 2 2

Baby 4 4
計 4 7 19 30

30 頭＋a （内4 Baby}

※ 大人メ ス に電波発信機(CH5) が装着 さ れて い る

◎M2·B8 群 その2
今回 の調査で未確認

※M2·B3 群について は、2022 年の調査で45 頭＋a の個体数をカ ウ ン ト し て いた。 ま た 、 電

波発信機装着メ ス個体が いた こ と も あ り 、 毎年群れの確認 していた。2023 年の調査では17
頭＋a の個体数のカ ウ ン ト だっ た。2024 年に な り 電波発信機装着個体の確認状況 と 個体数

の状況か ら 分裂 して い る 可能性が高 い と 判断 し 、 そ の1 と その2 と して いた が 、 今年度の調

査で明 ら かに2 群い る 情報 を得 る こ と が で き な かっ た。
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◎ 安部城北A群

• 2025 年8 月6 日 9:03~13:11 県道川 内 一 佐井線 （ カ モ シ カ ラ イ ン ） 安部 城沢

付近 の 道 路 を 西 か ら 東 へ横断時

く 構成 »

が 早 性不 明 計

オ ト ナ 3 11 14
ワ カ モ ノ 4 4
4~5 歳 1 1
4 歳 1 1

3~4 歳 2 2
3 歳 1 1
2 歳 1 1 2
1 歳 3 3
Baby 2 4 6

計 13 16 5 34
34 頭 ＋a （内6 Baby)

※ 大 人 メ ス に 電波 発 信機(CH5) が 装着 さ れ て い る

※ 大 人 オ ス に 鼻 す じ が 切 れ て い る 個 体 が い る 。

◎ 安部城北B 群

今 回 の調査 で未確認

◎ 湯 の 小沢 の 群れ

今 回 の調査 で未確認

【 大畑 ・ 薬研地 区 】

【 ゲー ト 東側 大畑 川 下流部 】

◎12-Al群 （ キ ノ ッ プA群）

• 2025 年12 月24 日

く 構成 ＞

I オ ト ナ

8:47~9:25

が
一
3

早一
9

国道279 号線新道 旧 二枚橋 小 学校 西 の の り 面

性不 明I 計

12
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ワ カ モ ノ 1 1
3~4 歳 1 1 2
2 歳 2 2
1 歳 1 1 2

Baby 1 2 3

計 5 14 3 22

22 頭 ＋a （ 内3 Baby)

※ 大 畑 町 の 野猿監視員 の 情 報 で は2025 年12 月10 日 に 風 間 浦 で捕獲 し 電波

発 信機 を 装着 し て い る と の こ と 。 テ レ メ の確認 を し な か っ た 。

※ 鼻 先 が 欠 け て い る 老 メ ス が い た 。

◎12·A2 群 （キ ノ ッ プB 群）

• 2025 年12 月20 日12:25~13:05
（（ 構成 ＞

国道279 号線 ハ ー モ ニ ー橋 北100m地点

g 早 性不 明 計

オ ト ナ 1 5 6

ワ カ モ ノ 2 1 3

3~4 歳 3 3
2 歳 1 1
Baby 1 1

計 1 7 6 14

14 頭 ＋a （内1 Baby}

※ 電波 発信機装着個 体 は い な い

◎I2·C 群

今 回 の調査 で未確認

◎Ka群

• 2026 年3 月10 日 11:20~11:45 大畑 ー 佐井線 絋葉橋周 辺

く 構成 ＞

3 阜 性不 明 計

オ ト ナ 1 12 3 16
ワ カ モ ノ 2 1 3
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4~5 歳 1 1
3~4 歳 1 1
2~3 歳 5 5

1 歳 3 3
Baby 5 5

計 4 13 17 34
34 頭（内5Baby)

※ 電波 発 信機装着個体 は い な い

◎Ko-Al 群 （イ ロ ハA 群）

• 2025 年12 月24 日9:13~10:50

く 構成 ＞

小 目 名 沢林道 の 小 目 名 沢 と 材木 沢 の合流地点

を 南 か ら 北 へ移動 時

ざ 早 性不 明 計

オ ト ナ 7 18 3 28
ワ カ モ ノ 9 9

3 歳 4 4
2 歳 8 8
1 歳 7 7
Baby 4 4

計 7 18 35 60

60 頭 ＋a （内4 Baby)

※ 電波 発信機 は装着 さ れ て い な い 。

◎Ko·A2·a 群（イ ロ ハBl 群）

今年度調査 を 実施 し な か っ た

◎Ko·A2-b 群 （イ ロ ハB2 群）

• 2026 年3 月10 日10:25~11:05
く 構成 ＞

大 畑 町運動公 園 を 東 か ら 西 へ移動 時

g 阜 性不 明 計

オ ト ナ 1 10 11
ワ カ モ ノ 1 1 2

2 歳 ，··、 ，··ll
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1 歳

Baby

計 2 11 ： 4

3-
6-
2

24 頭（内6Baby)

※大人 メ ス1 頭（黄色テープ） に電波発信機が装着 さ れて い る

◎Ko·Bl 群（ハイ ロA 群）

• 2025 年12 月23 日 佐藤ケ平林道の薬研野営場か ら 北上 した林道 と の 出

会い付近を東か ら 西へ移動す る 本 日 分の足跡

18 頭＋a 【 足跡】

（大10、 中5、 小3)
※電波発信機は装着 さ れて いない

◎Ko·B2 群（ハイ ロB 群）

• 2025 年12 月21 日15:00~15:25
く 構成 »

高橋川 集落周 辺

g 早 性不 明 計

オ ト ナ 1 5 6

ワ カ モ ノ 1 1
3~4 歳 2 2
3 歳 1 1

2~3 歳 1 1
2 歳 1 1
1 歳 1 1
Baby 1 1

計 1 5 8 14
14 頭＋a （内1 Baby)

※ 電波発信機は装着 さ れて いな い。

※ 鼻の右側が欠 けてい る 老メ ス が い る

◎ S2 群（恐山 の群れ）

• 2025 年12 月24 日 釜の沢林道最上部

食痕 、 サルが通 っ た跡がす じ と な っ て い る フ ィ ール ドサイ ンで確認 した
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【 ゲー ト 西側 大畑川上流部 】

大畑川 上流部に生息す る サルの群れに は 、 すべて電波発信機は装着 さ れて い な い

◎13-A 群

I3·A 群は2024 年12 月23 日 の観察で74 頭＋a を確認 して い る 。 今回 、 前回 の個体数を数

え る こ と が なかっ た。 分派、 分裂 し て い る こ と も あ り 、I3·A 群関連 と 推測で き る サルの情

報を報告す る 。

●I3·A 群 そ の1
• 2025 年12 月23 日 近藤沢 と 烏沢 と の 間 、 二階滝沢林道 を西か ら 東へ移動す る 足跡

18 頭＋a 【 足跡】

●I3·A 群 そ の2
• 2025 年12 月22 日14:35~14:45 奥薬研ゲー ト よ り 西 1.5 km地点 大畑川

左岸斜面

8 頭＋a （ 内lBaby)

●I3·A 群 そ の3
• 2025 年12 月22 日 新右衛門 沢林道の終点地点 南東方向並びに 北西方向 へ移動

す る 足跡

6 頭＋a 【 足跡】

◎M2·Al 群 （弥一郎沢の群れ）

• 2025 年12 月22 日 13:19~14:07 大畑 ー佐井線 「薬研ま で11 km」 看板地点

く 構成 ＞

ざ 早 性不明 計

オ ト ナ 5 12 17
ワ カ モ ノ 4 4 1 9
4~5 歳 1 1
3~4 歳 2 1 3

3 歳 2 2
2~3 歳 1 1
2 歳 1 2 3
1 歳 3 3
Baby 3 3
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計 10 20 12 42
42 頭 ＋a （ 内3Baby)

◎M2·A2 群 （上秋沢の 群れ）

• 2025 年12 月21 日

◎M2·A3 群 （囲沢 の群れ）

• 2025 年12 月22 日

上秋沢林道 の 最初 の 分岐 北 か ら 南へ林道 を横断す る 足跡

17 頭 ＋a 【 足跡 】

（大10、 中4、 小3)

囲 沢林道右股 、 鞍部地点 で西か ら 東 へ林道 を横断す る 足跡

24 頭 ＋a 【 足跡 】

◎ M2-A4 群 （三太郎沢 の群れ）

• 2025 年12 月22 日11:14~12:20
く 構成 »

三太郎沢奥 の 三又 の右股 の 沢 の最深部

か 早 性不 明 計

オ ト ナ 1 1 2
ワ カ モ ノ 1 1

3 歳 1 1
2 歳 1 1
Baby 1 1

計 1 1 4 6
6 頭＋a （ 内1 Baby)

~ S1-A 群億田A群）

今 回 は未調査

◎S1-B 群傍田B 群）

今 回 は未調査

『 「脇野沢 ・ 川 内地 区」 ・ 「大畑 ・ 薬研地区」 以外の むつ市 』

◎ 不 明 群

• 2025 年4 月 上旬

市 民か ら の 情報

大湊浜町 常楽寺近 く の林縁

多数の サル
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m ま と め

.2025 年度 む つ 市管 内 の ニ ホ ン ザル生 息 実態調 査 の 結果

群れ名 個 体数 調査 日 調 査地 2024 年度

脇 野沢 ・ 川 内 地 区

1) A2-84A 群 27 頭(8B) 2026-3-18 瀬野黒岩 ソ バ休耕地 24頭(2B)
2) A2-84B 群 4 頭 2026·3·2 白 岩 海岸線 9頭

3) A2-85 群 24 頭 十 a: (3B) 2025·11 ·25 口 広沢 出 会 い 24頭(4B}
4) A87-A 群 72 頭(12B) 2026·3·16 瀬野黒岩 ソ バ休耕地 93頭 （13B)
5) A87-B 群 56 頭(12B) 2025-6-30 九艘泊 集落 横断時 44頭＋a (4B)
6) 01-Al 群 33 頭(9B) 2025·8·6 滝 山 橋 横断時 23頭＋a (2B)
7) Ol-A2 群 70 頭 十a 2025·7·11 七 引 橋 東 脇 野 沢 川 を 横 71 頭(9B)

(16B) 断時

8) 01-B 群 39 頭 十a(8B) 2025·8·4 源藤城集 落 北 国 道338 36頭＋ a: (5B)
号線 を 横断時

9) 02-Al 群 31 頭 十a(7B) 2025·6·28 国 道338 号線M 字 カ ー ブ 30頭＋a (2B)
10) 02-A2 群 32 頭 十a(6B) 2025·8·9 国道338 号線 流汗 台南 33頭＋ a: (4B)
11) 02-B 群 53 頭 十a (9B) 2025-7-24 国道338 号線 旧 イ ノ シ 53頭＋a （4'B)

シ飼 育場北

12) 男 川A 群 5 頭 十a 2025·8·6 宿 野部川 林道 貯木場 9頭＋a(JB)

13) 男 川B 群 24 頭 十a(4B) 2025·8·6 男 川 林道 板家戸沢林道 29頭＋a(4B)

14) M2-Bl 群 15 頭 十a(5B) 2025·8·9 県道 川 内 一佐 井 線 湯 野 28頭＋a （3'B)

川 開 拓

15) M2-B2 群 43 頭 十a (7B) 2025·8·6 県道 川 内 一佐 井 線 佐 井 33頭＋a(7B)
村 と の 境尾根

16) M2-B3 群 30 頭 十a(4B) 2025-8-8 県 道 川 内 一佐井 線 畑 集 20頭＋a (2B）

そ の1 落

M2-B3 群 未確認 30頭 (2B)
そ の2

17) 湯 の 小 川 沢 の 未確認 未確認

群れ

18) 安部城北A 群 34 頭 十a(6B) 2025·8·6 県 道 川 内 一佐 井 線 安 部 35頭＋a(3B)
城 沢付近 を 横断時

19) 安部城北B 群 末確認 未確認
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大畑 ・ 薬研地 区

20) I2-A1 群 22 頭 十 a: (3B) 2025·12·24 国道279 号新道 旧 二枚 27頭十a(6B)
（キ ノ ッ プA 群） 橋小西 の の り 面

21) l2-A2 群 14 頭 十a(lB) 2025·12·20 国道279 号線 ハーモ ニ 11 頭＋a (2B）

（キ ノ ッ プB 群） 一橋北

22) I2-C 群 未確認 31 頭十a (2B)
23) Ka 群 34 頭(5B) 2026·3·10 大 畑 ー 佐井線 紐葉橋 周 16頭＋a

辺 ／足跳J

24) Ko-Al 群 60 頭 十a(4B) 2025·12·24 小 目 名 沢林道 30頭十a
（イ ロ ハA 群） ［足跳I

. 25) Ko·A2·a 群 個調査 未確認

（イ ロ ハBl 群）

26) Ko·A2·b 群 24 頭(6B) 2026·3·10 大畑 町運動 公 園 入 口 付近 25頭十a (2B)
（イ ロ ハB2 群） を横断時

27) Ko-Bl 群 18 頭 十a 2025-12-23 佐藤ケ平林道 31頭＋a （3B)
（ハイ ロA 群） 【 足跡 】

28) Ko-B2 群 14 頭 十a(IB) 2025-12-21 高橋川集落周 辺 19頭＋a
（ハ イ ロB 群）

29) I3-A 群 18 頭 十a 2025-12-23 佐井 一 大畑線 二階滝 沢

そ の1 【 足跡 ｝ 林道 74頭＋a(4B)
I3-A 群 8 頭 十a(lB) 2025-12-22 佐井 一 大畑線 奥薬研ゲ

そ の2 【 足跡 】 ー ト 西 1.5 km地点

I3-A 群 6 頭 十a 2025·12·22 新右衛門 沢林道 終 点 地

そ の3 【 足跡 】 点

30) M2-Al 群 42 頭 十a(3B) 2025-12-22 佐井 一 大畑線 右衛 門 四 28頭＋a
（弥一郎 沢 の群れ） 郎 沢 出合西 I足跛l

31) M2-A2 群 17 頭 十a 2025·12·21 大畑 ー 川 内 線 上秋 沢林 17頭＋a
（上秋沢 の群れ） 【 足跡l 道 ［足銃1

32) M2-A3 群 24 頭 十a 2025·12·22 囲沢林道 右股鞍部 4頭＋a
（囲井沢 の群れ） 【 足跡l ［足跡J

33) M2-A4 群 6 頭 十a(lB) 2025-12·22 三太郎 沢林道最深部 未確認

（三太郎沢 の群れ）

34) S1-A 群 未調査 未麗査

（新 田A 群）

35) S1-B 群 未調査 未調査
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（新 田B 群）

36) S2 群 フ ィ ール ド サ 2024·12·24 釜の沢林道最深部

（恐 山 の群れ） イ ン のみ

不明群 多数のサル 2025·4 上旬 大湊浜町 常楽寺近 く 市 民 か ら の 情 報

※ 2022 年度の報告書ま でB 群 とU 群の情報 を記載 していたが 、 長 ら く 群れの確認が と れて

お ら ず、 未掲載 と した。 た だ、 男 川 の群れがB 群そ の も のか、B 群由 来の群れであ る 可

能性が高い と い う こ と を記 してお く 。

※ 脇野沢 ・ 川 内地区の群れは電波発信機が装着 してい る 群れや、 群れに特徴の あ る サルが い

て 、 群れの 同 定が 可能な群れが多 く 、 群れの重複の 可能性は少ない。 ただ、 やは り 一斉調

査で同 日 同時刻 に群れの観察 をす る と い う 基本は必要 と 思われ る 。

※ 群れ捕獲、 個体数調整 に よ る 捕獲等の捕獲対象群について は 、 調査カ ウ ン ト した時点か ら

2026 年3 月 末ま での 間 に捕獲 した個体 も い る こ と か ら 、 調査結果 よ り も個体数が減っ て

い る 群れ も あ る 。

※ 2025 年の 山 の 実 り の状況は 、 ブナ は大凶作、 ミ ズナ ラ ・ サルナ シ ・ ヤマ ブ ド ウ ・ ガマズ

ミ 等 も 不作、 山 の実 り はすべて不作。 それに加 えカ シ ノ ナガキ ク イ ム シ に よ る ミ ズナ ラ 枯

れの被害が脇野沢地区の海岸線に多 く 見 ら れた。 山 の実 り が悪か っ た こ と で、 サルの群れ

が脇野沢地区の斎場周辺 の ソ バ畑 に執着、8 月 ～12 月 ごろ ま で頻繁に 出没 し て いた。

※ 大畑町の民家周辺 の ク リ の木 に ク マ棚が多数見 ら れた。2025 年は全国的 に も ク マ の 出没

が相次いで、 人身被害 も 多 く あ り 社会 問題 と な っ たが 、 下北半島で も ク マ の 目 撃が多 く 、

むつ市管内で181 頭の ク マ を捕獲 、 民家周辺 の ク リ の木 を伐採す る 地域 も あ り 、 ク マ に対

す る 人の警戒心が増す年 と な っ た。

※ 大畑 ・ 薬研地区のKo·A2·a 群（イ ロ ノ、Bl 群） ．Sl·A 群（新 田A 群） ．Sl·B 群（新 田B 群）

の調査は、 調査 日 の都合上未調査 と な っ た。 補足調査で も 主体 を大畑川流域に したた め 、

こ の3 群を調査で き な かっ た。 特に、Ko·A2·a 群（イ ロ ハBl 群） は個体数 も 多 く 、 ま た遊

動域が 国道249 号線を東進 してお り 、 継続 した調査が必要で生息実態 をつかん でお く 必

要が あ る 群れであ る 。

《 各群れご と の コ メ ン ト 》

1) A2·84A 群 個体数が2024 年度では24 頭であ っ たが 、 今回27 頭 と やや増加 した結果 と

な っ た。 ただ、 カ ウ ン ト 後4 頭が捕獲 さ れてお り 、23 頭の群れ と な っ て い る 。 遊動域は 、

東は松 ヶ 崎、 北は国道338 号線七引 地区、 西は寄浪地区ま で、 拡大 して い る わ け ではな

い。 脇野沢地区本村の 民家周辺 に 出没する 機会が増 え て い る 。 電波発信機 を大人オス と

大人 メ ス に装着 して い る 。 以前ま で発信 して い な い赤色 の電波発信機装着老メ ス は捕獲
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さ れ た 。

2) A2·84B 群 群れ の 個 体数 は4 頭。2024 年 の観察 で は9 頭 だ っ た が 、 捕獲 が 進 ん だ こ と

と 母 ザル が 捕獲 さ れ 、Baby が 交通 事故 で死 亡 す る な ど し て 現在 は4 頭 と な っ て い る 。 青

色ベル ト の 大人 メ ス の 電波 発信機 は 電波 を 発信 し て い な い 。 若者 メ ス に 装着 し て い る 発

信機 が 電波 を 発 信 し て い る 。 大人オ ス が1 頭、3 歳 の オ ス が1 頭 で 、 群 れ と し て維持で き

る か が 焦 点 に な っ て い る 。A2·84C 群 の よ う に 群れが 消滅す る 可 能性 も あ る 。 た だ 、 今 の

と こ ろ 電波 発信機装着個 体 が い る こ と か ら 群れ の 動 向 は把握 で き て い る 。 遊動域 は 、 主

に 瀬 野 地 区 、 新井 田 地 区 、 寄浪 地 区 、 牛 の 首 岬 周 辺 の海岸線近 く や 県道 沿 い で あ る 。

3) A2·85 群2024 年度 の 報 告 で は個 体数 は24 頭 で あ っ た が 、 今 回も 同 数 の24 頭 を 確認 し

た 。Baby は3 頭 、 電波 発信機装着 個 体 は2 頭 い る が 、2 頭 と も 電波 を 発信 し て い な い 。

遊動 域 は 宿 野部 地 区 ま で東進 し て い た が 、 捕獲 に よ る 個 体数 の 減少 が原 因 な の か 、 東

進 の ス ピ ー ド が緩 み 宿 野部地 区 ま で行 か な く な っ て い る 。 初秋 の ク リ 、 晩秋 の カ キ と

季節 に よ っ て食 べ 物 に 執着 し 一 定 の 地 区 に 居 つ く 傾 向 が あ る 。 今後 、A2·84A 群や 男

川 関 連 の 群 れ と の 群れ 間 関係 が 注 目 さ れ る 。

4) A87·A 群 こ こ 数年 、 個 体数 が90 頭 前後 の 個 体数 が 続 い て い た が 、 今年 は捕獲 も 進み

72 頭 を確認 し た 。 た だ 、 カ ウ ン ト 後Baby2 頭 が 捕獲 さ れ2026 年3 月 末 で70 頭BabylO
頭 と な っ て い る ．2023 年11 月 か ら2026 年3 月 末 ま で に41 頭 を 捕獲 し て い る 。2025
年度 の 遊動 の 特徴 は 、 山 の 実 り が 最悪 だ っ た こ と に よ る も の な の か 、 夏 か ら 初 冬 に か

け て ソ バ畑 に 執着 、 刈 取 り 後 も 頻繁 に 出 没 し て い た 。 遊動域 の 東端 は 国道338 号線 の

東 、 田 の 頭 沢 林道 口 ま で 、 瀬野 黒岩 、 牛 の 首 、 寄波 、 蛸 田 、 芋 田 、 九 艘 泊 地 区 と 海岸

線 を 主 な 遊動 域 と し て い た 。 瀬野林道 の 、 深部 やガ ン ケ 山 周 辺 、 貝 崎 を利 用 す る 機会

、 は 少 な か っ た 。 電 波 発 信機 を 装着 し て い た 大人 メ ス が 交 通 事故死 し た が 、 やや若 め の

大 人 メ ス に 電波発 信機 が 装着 さ れ 、 現在電波 を 発 信 し て い る 個 体 は2 頭 、 発信 し て い

な い 個 体が1 頭 と い う 状況 だ。 今 後 、 捕獲 も 進 む だ ろ う が 、 サ ブ グルー ピン グす る 機

会 も 増 え 、 分裂 の 可 能性 は 高 い 。 調査 ・ 研 究 が 進 ん で い る 群れ で 、 今 後 の 保護 管 理や

サル と の 共生 に お い て も 貴重 な群れ と い え る 。

5) A87-B 群 56 頭、Baby12 を 確認 し た 。 九艘 泊 地 区 か ら 中 細 間 ・ 穴 間 ・ 青石 と 、 南北

に 広 く 遊動 し て い る 。A87·A 群や01-B 群 と 遊動域が 重 な っ て い る 。 九艘泊 地 区 な ら び

に 芋 田 地 区 の 集落へ の 出 没 は な く は な い が 頻繁 で は な い 。 九艘泊 ー 滝 山 線 の 自 動 車道

路 で観察 す る こ と が 多 い 。 新 し く 電波発信機 を 装着 し 、 現在2 頭 の 大人 メ ス に つ い て

い る 。
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6) 01-Al 群 電波発信機を装着 して い る た め 、 群れの動 向 が追 え る 群れで33 頭Baby9
を確認 し た。 脇野沢川 、 国道338 号線 に 沿 っ て 、 南は斎場、 北は国道338 号ゲー ト 北

ま での南北 に広 く 遊動 し て い る 。 滝山地区、 片貝地区や源藤城地区の電気柵の畑に 出

没す る こ と が多 く 、 今後 の動 向 を注視 しな ければな ら な い し 、 畑か ら 追い上 げ る な ど

の対策が急がれ る 群れであ る 。

7) 01-A2 群 鼈波発信機を装着 して い る た め 、 群れの動向 が追 え る 群れ、70 頭Baby16
を確認 した。2025 年秋以降、 分裂ま たはサブ グルー ピ ン グ して い る 可能性が あ る 。 た

だ 、 調査 と し て は確認で き て い な いた めカ ウ ン ト 結果 を記載す る 。 国道338 号線の東

側 を遊動 して い る 。 口 広川流域あ た り での 目 撃 も あ り 、 山深 く を東進 して い る 。 滝 山 ・

七 引 ぐ 地区の畑への 出没が あ る ので、 対応が必要な群れだ。

8) 01-B 群 大人 メ ス に電波発信機が装着 さ れて い る 。 今回39 頭Baby8 を確認で き た。

01 - Al 群 よ り も 西側、 西海岸線側に分布 、 九艘泊 ー 滝山線の細間地域で 目 撃す る こ と

が多い。 ま た 、 国道338 号線ゲー ト 付近か ら源藤城地区の畑ま でに も 出没 して い る 。

人 と の接触は現状では少な く 、 人 と 出会 う と 逃げ る 群れであ る 。

9) 02-Al 群 02-Al 群は31 頭十aBaby7 を確認 した。 国道338 号線海峡 ラ イ ンの石碑

よ り も 南 を主な遊動域 と して い る 。 た だ 、 大荒川 林道入 口 あ た り ま で北上す る こ と も

あ り 、02-A2 群 と の識別が難 し い。 と り あ えず、 観察地点 と 同時観察等の状況で判断 し

て い る 。 電波発信機が未装着な群れで あ り 、 な かな か実態 をつかむの が難 し い。 国道

338 号海峡 ラ イ ン上に 出没 し車に ば慣れて い る 。

10) 02-A2 群 02-A2 群は32 頭 十aBaby6 を確認 した。 国道338 号線海峡 ラ イ ンの石碑

よ り も 北、 流汗台 、 それ よ り も 北ま で遊動す る 。 南はM字カ ーブあた り ま で と 遊動域が

広い。02-Al 群 と の 区別 は難 し く 、 ま た 、 男川B 群 も 同一地区 に生息す る た め 、 それ

ぞれの群れの 同定がかな り 難 し い。 電波発信機が未装着な群れであ り 、 な かなか実態 を

つかむのが難 し い。 国道338 号海峡ラ イ ンで車に ば慣れて い る 。

11) 02-B 群 53 頭十a Baby9 を カ ウ ン ト した。 大人 メ ス に電波発信機が装着 さ れて い

る が 、 発信 し て い な い。 群れの動向 がつかみ に く いが 、 群れの識別 はかろ う じて 可能

な群れであ る 。 。 田 の頭地区、 七引 地区、 滝 山 地区、 源藤城地区 と 集落近 く か ら 国道338
号線海峡 ラ イ ンの 中流部ま で を 主な る 遊動域 と し て い る 。 源藤城地 区や滝 山 地区の畑

への 出没 も 多 く な り 、 今後追い上げな どの対策が急務 と な っ て い る 。

12) 男川A 群 宿野部川 上劇ができ なかっ た。 流部貯木場周辺で確認 した5 頭のサルの群
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れ を 男 川A 群 と し た が 、 オ ス ば か り の 確認 で 鳴 き 声 な ど の 気配 は あ っ た が 目 撃 は で き

な か っ た 。 オ ス グル ー プ の 可 能 性 も あ る 。 男 川 の 中 流域 か ら 宿 野 部 川 の 上 流域 の 西 又

沢 林道 、 金 八 沢 林道 あ た り ま で を 遊動 域 と し て い る 。A2-85 群 と 男 川 の 下流域 で遊動

域 が 接す る よ う に な っ て い る 。 む し ろ 、A2_85 群 の 存在 が 小 沢 地 区 や蛎 崎地 区へ の 出

没 を 阻止 し て い る と も 考 え ら れ る 。 電波 発 信機 はつ い て い な い 。

13) 男 川B 群 24 頭 十aBaby4 を 確認 し た 。 男 川 林道 の 板 家 戸 沢 出 会 い 付近 で カ ウ ン ト 。

カ ウ ン ト 漏れ が も う 少 し い る と 思 わ れ る 。 国道338 号線海峡 ラ イ ン に 出 没 し た 場合 、

02-Al 群 と02-A2 群 と 混 同 す る こ と も あ る 。 主 な 遊動 域 は 、 国道338 号線周 辺 と 男 川

の 松 山 沢 よ り 西側 上流部 の 男 川 流城 で あ る 。 人 と の 接触 は 国道338 号 で 車 で の 接触 が

あ る だ け で 人 を 見 る と 逃 げ る 群れで あ る 。 男 川A 群 と 同 様 に 畑 へ の 出 没 は 皆無 、 山 の

中 の 群れ で あ る 。 電波発 信機 は つ い て い な い 。

14) M2-Bl 群 ）1| 内 一 佐井線 カ モ シ カ ラ イ ン の 湯 野沢 開 拓で15 頭 十aBaby5 を カ ウ ン ト

し た 。 ）1| 内 一 佐井線 カ モ シ カ ラ イ ン の ゲ ー ト 周 辺 か ら そ の 奥 で観察 す る こ と が 多 い 。

湯野川 集落 へ の 出 没 が な く は な い が 、 頻繁 で は な い 。 電波 発 信機 は つ い て い な い 。

15) M2-B2 群 43 頭 十aBaby7 を 川 内 一 佐井線 カ モ シ カ ラ イ ン の 町村境 の 尾根 近 く で カ

ウ ン ト 。 川 内 一 佐井線 を 南 北 に 広 く 遊動 、 畑集 落 や湯 野川 集 落 へ の 出 没 が あ り 、 対策

が 必 要 と な っ て い る 。 電波 発 信機 は つ い て い な い 。

16) M2-B3 群 そ の1 M2-B3 群 は 、2022 年 に45 頭 ＋a を確認 、 そ れ 以 前 の 情報 か

ら50 頭 以 上 、60 頭 ぐ ら い と 推測 さ れ て い た 。 電波発信機 も 装着 さ れ て い て 調査 中 に

群れ の 確認 は 毎年 で き て い た が 、 確認 で き た 個 体数 か らM2·B3 群 そ の1 と そ の2 と し

て い た が 、 今 回 の 調 査 で そ の2 を確認 で き な か っ た 。 確認 し た サ ル が そ の1 な の かそ

の2 な の か が 不 明 な た め 、 便 宜 上M2-B3 群 そ の1 と し て30 頭 十aBaby4 を 記載

す る 。 川 内 一 佐 井線 カ モ シ カ ラ イ ン の ゲ ー ト 付近 か ら 大 戸 ケ 淵 小 公 園 周 辺 ま で南 北 に

広 く 遊動 し て い る 。 畑集 落や湯野川 集 落 へ の 出 没 が あ り 、 対策 が 必要 と な っ て い る 。

M2~B3 群 そ の2 今 回 の 調 査 で確認 で き な か っ た 。 川 内 一 佐井線 カ モ シ カ ラ イ ン の

ゲ ー ト 付近 か ら 大 戸 ケ 淵 小公 園 周 辺 ま で 南 北 に 広 く 遊動 し て い る 。 畑集落や湯野川 集落

へ の 出 没 が あ り 、 対策 が 必要 と な っ て い る 。

17) 湯 の 小川 沢 の 群れ 今 回 の 調 査 で確認で き な か った 。 こ こ 数年確認 で き て お ら ず 、 蓑

川 地 区 や角 違 地 区 に 出 没 し て い る サル の 群 れ が 湯 の 小川 沢 の 群れ と 関 連 し て い る と 推

測 さ れ る が 、 確 定 し た も の で は な い 。
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18) 安部城北A群 34頭 十aBaby6 を 川 内 一 佐井線の安部城沢付近で道路 を横断 し て い る

と き にカ ウ ン ト 。 電波発信機が装着 さ れて い る 。 そ の後 、 調査 中 に小倉平集落西で確

認 し て い る 。 北は湯野川 地区 、 南は小倉平地 区、 銀杏木地区ま で と 南北 に長 く 遊動す

る 。 集落への 出没が あ り 、 対策 が必要な群れであ る 。 ま た 、 川 内 町の ブ ド ウ 園 に最 も

近 く 、 群れの動 向 を 注視 し な ければな ら な い。

19) 安部城北B 群 2023 年度の報告で39 頭十a を確認でき て いたが 、 今回 の調査では群

れの確認はで き な か っ た。 安部城北A 群 と 遊動域が重な り 、 小倉平地区 、 銀杏木地区

ま で遊動域を広げて い る 。 安部城北B 群は袈川 地区で捕獲 し電波発信機 を装着 した若

い メ ス が い る と 思われ る が 、 そ の電波 を確認す る こ と はで き な かっ た。 遊動域 を 川 内

ー 佐井線 よ り も 東へ広げて い る 可能性が あ る 。 畑や民家への 出没が あ り 、 対策が必要

な群れであ る 。 川 内 町のブ ド ウ 園 に最 も 近 く 、 群れの動 向 を注視 しな ければな ら な い。

20) !2-Al 群 （ キ ノ ッ プA群） 今回 の調査で22 頭十aBaby3 を カ ウ ン ト した。 捕獲対象

の群れであ る こ と か ら 個体数が減少す る 可能性が あ る 。2025 年12 月 に電波発信機 を装

着 した と の情報 を得て い る が別 の群れに付 け た可能性 も あ る 。 木野部峠で観察す る機

会が多 く な っ てい る 。

21) I2-A2 群 （キ ノ ッ プB群） 14 頭 十aBabyl を確認で き た。 個体数が10 頭前後であ る

こ と が群れの識別 の ポイ ン ト と な っ て い る 。 個体数が少な い こ と や捕獲対象の群れで

あ る こ と か ら 急激な個体数の増加 はな い。 む し ろ 、 捕獲 に よ る 個体数の減少で群れそ

の も の が消失す る 可能性 も あ る 。 旧 二枚橋小学校周 辺や大畑運動公園 、 木野部峠な ど

を遊動域 と して い る 。 電波発信機装着個体はい な い。

22) 12-C 群 今回の調査では確認でき な かっ た。 木野部峠や三太郎沢林道 、 佐藤ケ平林

道周辺 を遊動域 と して い る 。 電波発信機装着個体はい な いた め群れの識別が難 し い。

ただ、 ワ カ モ ノ の オス に鼻に傷の あ る サルが い る 。

23) Ka群 34 頭Baby5 を補足調査で確認 した。2021 年に37 頭の フルカ ウ ン ト に近い観

察 を得て い る。5 年経過 して い る こ と か ら 分裂 して い る こ と も 考 え られる 。 電波発信機

装着個体はい な い。 大畑 ー佐井線の征葉橋 、 薬研温泉周辺 、 奥薬研あ た り ま でが遊動

域 と して い る 。

24) Ko-Al 群（イ ロ ハA群） 小 目 名 林道の入 口 あ た り 、 材木沢林道で60 頭十aBaby4
を確認。 佐井 一 大畑線の薬研温泉郷、 ウ グイ 滝林道 、 薬研橋 、 小 目 名 地区あた り の大
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畑 川 両岸 で観察 す る 機 会 が 多 い 群れ。 電波 発 信機 は つ い て い な い 。

25) Ko·A2·a 群 （イ ロ ハBl 群） 今 回 の 調 査 で は調 査 の 対象 に は な ら な か っ た 。 調 査 の 日

程や人 員 の 都合 で調 査 そ の も の を 実施 で き な か っ た 。2023 年 、 関 根 地 区 の 見付 川 を 横

切 る73 頭 を フ ル カ ウ ン ト し て い た が 、 個 体数 も 多 く 、 国道279 号線 を 東進 し て い る 群

れ で も あ り 、 継続 し た 生 息 実 態 調 査 が 必 要 な 群 れ で あ る 。 す で に 東 通 村 大 利 地 区 へ 出

没 し て い る 可 能性 が あ り 、 猿 害 対策 が 急務 な 群れ で あ る 。 電波発 信機 は 装着 さ れ て い

る 。

26) Ko·A2·b 群 （イ ロ ハB2 群） 電波 発 信機 が つ い て い る こ と も あ り 調 査 が 継続 さ れ て い

る 群 れ で あ る 。 大畑 町川 代 地 区 か ら 木 野 部 峠 ま で の 民家 周 辺 を 移 動 し て い る 。 今 回 、

補足 調 査で24 頭 十aBaby6 を 確認 で き た 。 民家周 辺 を 生 息域 と し て い る た め 、 対策 が

急務 な 群 れ で あ る 。 捕獲 対象 群 で あ る こ と か ら 個 体数 が 減少 す る こ と が推測 さ れ る 。

27) Ko-Bl 群 （ハ イ ロA群） 佐井 一 大畑線 の 征葉 橋 よ り 下流 、 小 目 名 地 区 ま て の 左岸 で

よ く 観察 さ れ る 。 今 回 、18 頭 ＋a の 当 日 の 足 跡 を 確認。 大畑川 左岸 の佐藤 ケ 平林道 で

薬研 温 泉 方 向 か ら の 足 跡 を観 察 し た 。 電 波 発 信機 は つ い て い な い 。 小 目 名 集落 に も 出

没す る こ と か ら 対策 が 必 要 な 群れ で あ る 。

28) Ko-B2 群 （ハ イ ロB 群） Ko-B2 群 は 、Ko_B1 群 と 遊動域 が 重 な っ て お り 、 群れ の

同 定 が 難 し い 。 今 回 、14 頭 十aBabyl を 高橋川 集 落 で確認。 今 回 の 調 査 期 間 中 、 高橋

川 集 落 か ら 西 側 の 小 目 名 集落 、 そ の 西 の 羽 色 神 社 あ た り ま で移動 し て い た 。 そ の 間 の

観察 で14 頭 を 増 え る こ と が な く 、 ＋a は 少 な い も の と 推測 さ れ る 。Ko-Bl 群 （ハ イ ロ

A 群） よ り も 個 体数 が 少 な い 群れ と 認識 し て い る 。

29) 13-A 群 大畑 ＿ 佐井線 の 奥 薬研 ゲー ト 奥 、 西側 の 烏 沢 林道入 口 付近 か ら 近藤沢林道

入 口 、 下獅子 沢 林道 あ た り ま で の 大畑川 両岸 を 遊動域 と し て い る 。2023 年度 の 観察 で

42 頭 、2022 年度 の 観察 で61 頭 、2021 年度 で は79 頭 の 足跡 を確認 し て い る 。 こ こ 数

年 の 調 査 で60~70 頭 の 個 体数 を確認 で き て い な い 。 今 回 も 同 様 で 、 す く な く て も3 つ

に 分派 ま た は 分裂 し て い る も の と 思 われ る 。13-A 群 そ の1 は 大畑 川 左岸 の 二 階滝 沢

林道 ～ 烏 沢林道 へ移動 す る18 頭 ＋a の 足 跡 。 大畑 川 の 烏 沢 入 口 東 の 川 沿 い の 低地 で 多

数 の 足 跡 が 入 り 乱れ て い る こ と か ら も う 少 し 個 体数 が い る も の と 推測 さ れ る 。I3-A
群 そ の2 は佐井ー大 畑 線 の 奥薬研ゲー ト 西 の 本線 上 で足跡 と 目 視 で8 頭 十aBabyl を確

認 し た が 、 た ま た ま 少数 が 道 路 近 く に 出 て い て 、 本体 は 奥 の 斜面 に い た 可能性 も あ る 。

13-A 群 そ の3 は 、 こ れ ま で も た び た び観察 し て き た新右衛 門 林道 で6 頭 ＋a を 足跡

で確認 し た 。 林道 奥 を 行 っ た り 来 た り し て い る も の で 、 そ れ ほ ど 多 く は い な い と 推 測
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さ れ た 。 ま だ ま だ は っ き り と し な い 点 も 多 く 、 今 後 の 調 査 の 課題 で も あ る 。

30) M2-Al 群 （弥一 郎 沢 の 群れ） M2-A 群 関 連 の4 つ の 群れ は 、 個 体識別 で き る 個 体や

電 波 発 信 機 が 装 着 さ れ て い る 個 体 が い な い こ と で 、 群れ の 同 定 は 個 体数 と 目 撃 地 点 、

足 跡 の 観察 地点 等 を 総合 し て 判 定 し て い る 。M2-Al 群 は 、 大 畑 川 左 岸 の 近藤 沢 、1二
助 沢 、 弥 一 郎 沢 、 右衛 門 四 郎 沢 を 主 な 遊動 域 と し て い る 。 今 回 、 大 畑 ー 佐 井線 の 右~

門 四 郎 沢 出 会 い よ り も 西 で42 頭 十aBaby3 を 確認 し た 。 ＋a は 鳴 き 声 な ど の 状況 か ら

も う 少 し い る 模様。50 頭 を 越 え る 群 れ と 認識 し て い る 。

31) M2-A2 群 （上秋 沢 の 群 れ） M2-A2 群 （ 上秋 沢 の 群 れ） は 、 大 畑 川 の 両岸 、 右衛 門 四 郎

沢 、 太 兵衛川 、 仁 部 川 、 長 次 郎 川 、 上秋 沢 周 辺 を 遊動 域 と し て い る 。 今 回17 頭 ＋a(足

跡） を 上秋 沢林道 で確認 し た 。2022 年 で は61 頭 を 確認 し て い る こ と か ら 、 分裂 、 分 派

し て い る 可能性 も あ る 。

32) M2-A3 群 （囲 井沢 の 群れ） M2-A3 群 （ 囲 井 沢 の 群れ） は 、 分裂 の 可 能性 が あ る こ と を

こ こ 数年報告 し て い た が 、 今 回 も 分裂 の 確証 は つ か め な か っ た 。 今 回 、 囲 沢 林道 の 右

股 の 林道鞍部 で24 頭 ＋a の 足跡 を確認 し た 。 す べ て 大 き 目 の 足跡 ば か り で数 日 後 の 跡

で あ る こ と か ら も う 少 し 個 体数 は い る も の と 推測 さ れ た 。

33) M2-A4 群 （三太 郎沢 の 群れ） M2-A4群 （三太 郎 沢 の 群れ） は 、 近年 、 三太 郎 沢 の 出 合

で13-A 群 を観察 す る 機会 が 多 く 、 な か な か三 太 郎 沢 の 沢深 く ま で踏査 が 出 来 て い な

か っ た こ と も あ り 、M2-A4 群 （三太 郎 沢 の 群 れ） の 観察 が で き て い な か っ た が 。 今 回 、

6 頭 十aBabyl を 三 太 郎 沢最深部 で 目 視 で き た 。 個 体数 と し て は も う 少 し い る 可 能性

が あ る 。 た だ 、I3-A 群 の 分 派 ま た は 分 裂群 と い う 可能性 も あ り 、 今 後 の 調 査 に 委 ね た

v ヽ 。

34) S1-A 群ぽ 田A群） 今 回 の 冬 季調 査 、 な ら び に 補足 調 査 で は 、 調 査 そ の も の を 実施

し な か っ た。2022 年 、 野猿監視員 か ら の 聞 き 取 り で約30 頭 の 群れ と の 情 報 を 得 て い

る 。 む つ 市 の 名 古牧 野 、 宮 後 牧 野 、 長 坂 あ た り を 遊 動 し て い る 。 民家周 辺 に 出 没 す る

こ と が 多 く 、 ま た 、 遊動 域 を 西 へ移動 さ せ て い る 。 電波 発 信機 が 装着 さ れ て い る 。

35) S1-B 群傍 田B 群） 今 回 の 冬 季調 査 、 な ら び に 補足調 査 で は 、 調 査 そ の も の を 実

施 し な か っ た 。2022 年 、 野猿監視員 か ら の 聞 き 取 り で約42 頭 の 群れ と の 情 報 を 得て

い る 。 分 裂 し て い る 可 能性 も あ る 。 む つ 市 の 恐 山 街道 の 長 坂 、 落 野 沢 、 新 町水 瀕 地周

辺 を 遊動 し て い る 。 猿害 対策 が 必 要 と な っ て い る 。 電波 発 信機 が 装着 さ れ て い る 。

＇
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36) S2 群（恐山 の群れ） 今回 の調査で釜の沢林道を3 日 間 、 踏査を したが群れの発見はな

かっ た。 ただ、 釜の沢林道に積雪が少 な く 、 かな り 奥ま で車で入 る こ と が で き 、 食痕

や古い足跡等 の フ ィ ール ドサイ ン を確認す る こ と がで き た。 釜の沢林道、 ひ と つ尾根

を越えた ウ グイ 滝沢林道 あた り を遊動域 と して い る 。

不明群 2025 年4 月 上旬 、 むつ市大湊浜町の常楽寺近 く の林縁で多数のサルの 目 撃情報 を市

民か ら 得た。S1 群関連 と 推測で き る が 、 詳細は不明 。
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むつ市管 内 脇野沢 ・ 川 内 ・ 大畑地区の ニ ホ ンザル

2025 年度調査結果

《 川 内地区 》

群れ数 6 群

個体数 122 頭＋a （内22B)

《 大畑 ・ 薬研地区 》

群れ数 17 群

個体数 307 頭＋a （内13B)

《 むつ市全域 》

群れ数 36 群

個体数 899 頭＋a （内129B)

[ 2024 年度調査結果 ］

[6群）

[146頭＋a （内15B))

[17群］

[341 頭＋a （内19B)

[35群］

[965頭＋a （内88B)

《 脇野沢地区 》

群れ数 13 群 [12群J

個体数 470 頭＋a （内94B) [478頭·+a （内54B)]
※ むつ市脇野沢七 引 地 区 の 野猿公苑の サル（Al 群） は含ま な い。

脇野沢地 区は、 各群れ と も 精度の 高 い結果が得 ら れた。 群れ数に 関 し て は、1 群増加の13
群、02-A 群が分裂 し たた め であ る 。 ま た 、A87·A 群、Ol-A2 群の個体数が70 頭 を越え て

い る こ と か ら 分裂の可能性が 高 ま っ て い る 。 特に、A87·A 群は2025 年の秋以降 、 たびたびサ

ブ グルー ヒ° ン グ を し てお り 、 分裂の前兆 が見 ら れ る 。 個体数に 関 し て は、 ほ ぼ同数 を確認 した

が 、Baby 出産数 と の兼ね合い か ら 、 捕獲が進んでい る こ と が個体数の結果 と し て う かが え る

し 、 現実に捕獲対象群で捕獲が進ん でい る 。 個体数の増減は捕獲 と の兼ね合いが強い た め 、 そ

の動 向 を 追い続け る 必要が あ る 。Baby の 出産数は、94 頭で前年度の54 頭 よ り も 大幅に増加

した。 こ れは2024 年の ブナ を は じ め 山 の 実 り が大豊作だ っ た こ と が影響 し て い る も の と 考え

ら れ る 。 ま た 、 捕獲対象群は 、 年齢や性 と い っ た群れの構成が不 自 然な状況 に な る 恐れが あ る 。

A2- 84B 群が4 頭 と な り 、 群れの維持が で き な く な る 可能性が あ る 。

遊動域 について は、Ol·A2 群が 口 広川 流域ま で東進 し て い る 。A2·85 群や男川A 群 と の か

かわ り が注 目 さ れ る 。A2·85 群は こ れ ま で宿野部地区西側ま で遊動 し て い た が 、 近年捕獲がす
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すみ 、 個体数が減少 し た こ と が原因 な の か、 宿野部地 区ま で の遊動 は観察 し て い な い。A87·A
群が 国道338 号線 を東側ま で遊動域 を広げて い る 。 今回 、 猛暑 と 山 の実 り が大凶作だっ た こ

と も あ り 、 脇野沢川 流域の ソ バ畑への 出没が頻繁 に あ り 、 狭い範囲 に執着す る 傾 向 が見 ら れた。

川 内地区では 、 群れの数は6 群 と 同数だが 、M2·B3 群が分裂 し て い る 可能性が 高 い。 今回

の調査で分裂 を確認 し た かっ た が 、 一つ の群れ しか 目 撃で き ず、 分裂の確認は来年度の課題 と

な っ た。 個体数 とBaby の 出産数は 、 個体数がやや減、Baby の 出産数はやや増 と な っ た。 た

だ、 フ ルカ ウ ン ト で き た群れが少 な く 、 群れ 自 体の確認が 取れて い な い た め 、 個体数、 な ら び

にBaby の 出産数は も う 少 し上が る だ ろ う 。

遊動域に つ いて は 、 安部城北A 群、 安部城北B 群 と も に上下小倉平地 区や銀杏木地区ま で

南下 し て い る 。 ま た 、 下北 ワ イ ン の ワ イ ナ リ ー に最 も 近い群れで あ り 、 そ の動 向 に 注視 し 、 早

急な対策 が必要で あ る 。 近年、 国道338 号線沿い で群れの 目 撃が あ る こ と か ら 出没す る 群れ

の 同 定を し 、 民家周 辺への 出没 を 早め に対策す る 必要が あ る 。 川 内川 流域 に は今回 の結果に湯

の小川 沢の群れ とM2-B3 群、 安部城北B 群の個体数を加味 して6 群 、 約200 頭のサルが生

息 し て い る も の と 推測で き る 。

大畑 ・ 薬研地区 は 、 群れ数は2024 年度 と 同数で あ っ た が 、 個体数、Baby の 出 産数 と も に

減少 し た。 確認で き る 群れが少な く 、 ま た 、 確認で き た と して も 目 視では な く 足跡に よ る 確認

が多 く 、 ま だま だ全貌が 明 ら かに な っ て い な い こ と が原因 で 、 調査の難 し さ の表れだ。 個体数

が70 頭 を越 え るKo·A2·a 群（イ ロ ハBl 群） 、I3-A 群が近々 分裂す る こ と が 予測 さ れ る 。 特

に 、Ko·A2·a 群（イ ロ ハBl 群） は 、 国道279 号線 を東進 し 、 東通村大利地 区ま で遊動域を広げ

て い る こ と か ら 、 分裂の結果、 国道279 号線 よ り 東側 に分裂群が定着す る こ と が懸念 さ れ る 。

I3·A群はすで に分裂 し て い る 可能性が あ り 、 今回 の調査で3 つ に分かれて い る と 推測 さ れ る 。

奥薬研の ゲー ト よ り も 奥（西側） に ついて は 、 不 明 な こ と が多い いが 、 継続 し た調査を続け て 、

そ の都度観察 し た結果 を 記録 して い き た い。S1-A 群、S1-B 群に つ い て も 、 旧 むつ市街地

の恐 山街道沿 いや水源地あ た り の 民家の背後 の林縁部 を 西へ移動 し て い る 。 今ま でサルの 出没

が な かっ た地域への 出没が予測 さ れ る 。 早め の対策が望ま れ る 。

むつ市全域で は群れ数は2024 年度か ら1 群増 の36 群であ っ た。 個体数な ら びにBaby の

出産数は 、 個体数が66 頭減、 出 産数は46 頭増 と な っ た。 個体数の減少は捕獲 に よ る も の と

思われる 。Baby の 出産数の増加 は2024 年の ブナ を は じ め 山 の実 り が豊作だっ た こ と の影響

だ ろ う 。 現状ではハナ レザルの数 も 考慮 し てむつ市全域で最低1200 頭の ニ ホ ンザルが生息 し

て い る と 推測で き る 。 遊動域は、 むつ市の市街地 を 除 く 全域にサルの分布が広が っ て い る こ と

が推測 さ れ る 。 も ち ろ ん 、 山深 く ま で調査が行 き 届 かな い地域 も あ り 、 確定 と はいかないが 、

群れの生息状況、 利用頻度 に濃淡は あ る も の の全域に広が っ て い る と 推定 し う る 状況 に な っ て

い る 。

2025 年野春 ご ろ か ら カ シ ノ ナガキ ク イ ム シ に よ る ナ ラ 枯れが顕著 と な っ て い る 。 特に、 脇

野沢地 区 の海岸線の 比較的太い ミ ズナ ラ が枯れて い る 。 今後 、 こ の被害に よ る サルヘの影響に

つい て も 見つ め て い き たい。
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大分下北行っ た り 来た リ

～高崎山 と下北半島のサ）n佳感～

上野 員弓

1. 下北のサルは大きい

「小さ ーい ！ 」 「かわいい～ 」

九州は大分県大分市にある高崎山 自 然動物園に来 られたお客さんが、 サルに会って最初によ く 発

する言葉です。

私はサル好きが高じて、4 年前からここで会計年度任用職員と して働いています。 入園 口業務な

ので直接サルには接しませんが、 休憩時や休 日 には客のひと り と して寄せ場でサルの観察を した リ

ガイ ドスタッフと話を した リ と 、 サル三昧しています。

も とも と福岡で暮ら していた私は、2012 年封切の映画 「 日 本列島生きものたちの物語」 を見て下

北半島のサル （松岡史朗氏撮影） のエピソー ドに心を奪われ、 サルのこと を いろいろ知 りたく て隣県

の高崎山始め犬山の霊長類研究所や 日 本モンキーセンターなどに通い出 し、2016 年からは下北の

サル調査に参加するよ う になり ま した。

お客さ んが感じている よ う に、 高崎山 のサルを見慣れた 目 で下北の調査に行く と、 下北のサルは

ずいぶん大き く 見えます。 立派なオスだなと思った らメスだったとか、2~3 歳の大きさに見えたのが

実は1 歳児だったとか、 下北サイズに感覚が戻る まで毎回ー苦労しています。

資料による と、 体重は高崎山のオトナオスで9~13kg、 オトナメスで7~10kg、 下北のオトナオ

スで13~15kg、 オトナメ スで9~13kg とのこと。 確かに下北は高崎山の2 割以上増 しのサイズで、

大き く見えるわけです。

高崎山 と下北を 行ったり 来たり しながら 、 それぞれのサルを 見ていて感じること、 思う ことが他にも

あ り ます。 今回それを お伝えできたら と思います。

2. 高崎山の群れサイズは群を抜いている

ご存知の方も多いでしょ う が、 高崎山 は瀬戸 内海の西端、 別府湾にせり 出 した高さ628m の溶岩

ドームの 山で、 ここには江戸時代にすでにサルがいたことが書物に記されています。 戦後、1952 年

に農業被害対策と観光資源と しての活用 を ねら って餌付けが試みられ、 翌年に高崎山 自 然動物園

と して開園し、 以来大分市の観光名所の一つとなっています。

国道10号沿いの駐車場から入園 口 まで歩いて5 分、 そこからサル寄せ場まで坂道や階段を歩い

て5~6 分も しく はモノ レールで4分という ア クセスの良さで、 大群の野生のサルたちに出会う ことが

でき ます。

サル寄せ場には現在2 つの群れが山から下リ てき ます。 山の東側 （大分市側） を遊動域とするB
群514 頭、 西側 （別府市側） のC 群246 頭（2025 年12 月 時点）です。 この頭数の多さ は餌付け

の影響がもちろんあると思われますが、 餌付け前の1950 年秋、 伊谷純一郎氏が山 中でカウン トし

たのは166 頭余り 。 また餌付け直後の1953 年春の調査で220 頭内外だったとあ り 、 も ともとこの
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く ら いのサイズであったことに驚き ます。

下北の調査対象の群れは多いもので90 頭、 少ないも ので10 頭ほどです。 福岡の私の家周辺に

も時々 サルの群れが出没しますが、 確認したのは30 頭ほどです。 霊長研発行の図鑑では野生群の

サイズは平均40 頭程度 （ ばらつ きは大き い） とあるので、 高崎山の群れはやはり ただならぬ大きさ

だと言えます。

3. 体つきや顔つきにもそれぞれの特徴

高崎山のサルの体毛は黒っぽく て短く 、 見に来た人に 「手足が長くてモデル体型」 と言われた り 、

換毛期には 「坊主頭」 「 ま るで裸」 と言われた り も します。 オ トナメ スが歩く の を後ろから見ると 、 太も

もからお尻にかけて毛はなく 切れ上がり 、 睾丸のあるオスとの見分けは容易にでき ます。 （写真は高

崎 山 ）
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下北のサルは毛色が白 っぽく 、 長くふさふさ しています。 特に冬毛はその毛認の多さで出ている

顔部分が小さ く 見えた り 、 足の付け根付近にも 毛が翌いかぶさ って未熱者の私にはオスメ スが見分

けにく かった り します。 シルバーグレイの美しい冬毛は下北のサルの代名詞で、 「下北のサルを見る

なら冬こなく ちゃ ！ 」 と私も言われま したし、 実際に来てみて人に言う よ う にもな i) ま した。

下北のサルの毛替わり は6 月 上旬 頃から始ま リ 、7 月 にはすっかり夏毛に変身、8 月 中旬頃から

徐々 に冬毛へと移行するそうです。 高崎山 のサルは早い個体で5 月 、 ほとんどのサルは6~7 月 ご

ろ夏毛へ移行し 、 冬毛になるのは10~11 月 ごろです。 下北のサルに比べ夏毛の期間が長く冬毛の

期間が短いのは、 温暖な気候に暮ら していることの表れでしょうね。

顔つきにも違い を感じ ます。 高崎山のサルを見慣れた 目 で下北のサルをみる と 、 面長で鼻筋が通

っていてとてもヒ トっぽく感じます。 ちなみに福岡で見るサルは高崎山 と体型や顔つきがそっ く りで、

「ナイ トく ん、 こんなところに ？ 」 「エ リ マキさ んやないの～ ！ 」 など、 個体識別している高崎山 の彼や

彼女の名前がするっと出てく るほどです。 下北のサルに比べると 、 丸い顔に短めの込。 北部九州のサ

ルってみなこんな感じなのかな ？ 別の所でも会ってみたいなと思っています。 （写真は高崎山 ）



出産期にも違いが見られます。 高崎山では早く て4 月 下旬から始まり6 月 がピークで8 月 まで続

き 、10 月 に出産するこ ともあ り ます。

下北では 出産月 は4·5·6 月 に集中 し5 月 が全体の半数以上で、2 月 中旬雪の中での出産の観

察や8 月 上旬に 出産した記録も あるそう です。 厳しい冬がはじまる前に赤ん坊がある程度育ち上が

るよ う にと 、 下北のサルの出産は早く始まるのでしょ う か。 関連して発情 ・ 交尾行動の期間は下北が

9~12 月 ごろ 、 高崎山 は11~2 月 ごろのようです。

ところで高崎山 のサルは餌付けされているとはいえ野生のサルですから 、 日 が溢れる前に 山 に帰

り 一夜 を過ごします。 出産もその 山 の 中で行われ、 翌 日 寄せ場にお リてきたときにへその緒のついた

赤ん坊を母ザルが連れて いるこ とから 、 そのメ スの出産が分かり ます。 まれに昼間 、 寄せ場に降り て

いるとき にメ スが出産することがあ り 、 私も昨夏それを見る機会に恵まれま した。

2025年6月27 日 午後4時の餌付けで、 仲間たちがまかれた小麦をせっせと拾って 口 に運ぶのを

よそに 、 石段で横になって いたオトナメ スがいま した。 彼女の頬袋はパンパンでした。 陣痛が始まって 、

ためておいたエサ を食べる どころではなく なっていたのでしょう か。

4 時20分ごろから 、 身を よ じ り 、 いきみ、 また横になるのを繰り返しつつ 、 徐々 に斜面を上ってい

きま した。 そ して4時39分、 彼女の股間から半透明な膜に包まれた胎児が出てきま した。 まだ動き は

なく 、 彼女はそのぷっ く り と した膨らみの方に 目 をやリ 、 少 し体勢を 変えてまたいきみま した。

4時40分、 彼女は股間の膨らみに手をやり 、 少し前方に動かすと羊水が一すじ流れま した。 濡れ

た手を ペロペロ となめたその時でした。 ざあっ と赤い羊水が斜面を 下る とともに 、 する リ と赤ん坊が

生まれ落ち 、 手足 をバタバタと動かしま した。

彼女は赤ん坊が斜面を滑り落ちそうになるのを手で止め、 左腕で胸に抱き上げました。 そ して右

腕で胎盤をすぐに食べ始めま した。

4時42分、 仲間たちが最後の餌付けでも らったサツマイモを手にどんどん山へ帰っていく 中 、 彼

女も赤ん坊を胸につかま らせ左手で胎盤を持ちながら 、3 本の足で駆けて 山 に消えて行き ました。

その強靭さ 。 出産中 も変わらぬ表情。 大きな声も 聞こえなかった。 サルにとっては「私たちはそうな

の。 」 でしょうが、 実に圧倒された時間でした。

4:22 陣痛に耐える
，， ――`^ -- =-一 - -E9

4:37 いきむ
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5 。 純野生のあなたたちもするんですか

最後に下北で撮れたお気に入 り の写真と、 そのエピソー ド伝えさせてく ださい。

それは2024年12月25 日 、 下北冬季調査の最終 日 。 前 日 までの雪もやみ、 晴れて青空と雪の 白

さが目 に しみる 日 でした。 前々 日 にも入ったウグイ滝沢林道には、 リ スやキツネ、 テンら しき新しい足

跡がたく さんついていて、 よ い天気になり動物たちがさかんに活動 しているのがしのばれま した。

しかしサルの気配には出会えず正午近く になり 、 このま ま今年の調査も終わって しまうのかと半ば

あき らめかけていた矢先、 サルの声がしたのです。 立ち止ま って耳を澄ま していると、 また確かにサ

ルの声。

はやる心で声の方へ向かう と 、 日 の当たる樹上にサルたちの姿が。 久しぶり の睛れ間にグルーミ ン

グや採食にいそ しみ、 コザルたちも活発に動き 回っていま した。 枝先の雪が、 サルたちの動きでバラ

バラと落ちていくのが、 青い空に映えま した。

そんな折、1頭のオ トナが枝先で思いっき リ体を のけぞらせて仰 向 けになり ま した。 白 いおなかを あ

らわにする、 なんとも無防備な姿。 高崎山のサルなら寄せ場のあち らでゴロ リ 、 こち らでゴロ リ といく

らでも見られます。 私はそれを 半分野生を 忘れた姿のように捉えていま した。

しかし 目 の前のサルは純野生の群れ。 「ええー ！ ？ あなたたちもするんですかー ！ 」 と滋き 、 「いや、

するんだよね～ 」 とすぐに 自 分の思い込みがおかしく なり ま した。 そして高崎山のサルも下北のサル

もほほ笑ま しく 、 ますますいとおしく 感じたのでした。

これからも私は、 サルたちに鵞いた リ 、 感心したリ 、 ワクワクした り 、 考え込んだ り と心をつかみ続け

られることでしょう 。 それを通して 、 日 本列 島に共に生きているひと り として 、 小さな事でもできること

に、 ひとつひとつ取り 組んでいきたいと思います。

高崎山 サル容せ沿で
、 -• ~ ~ ~- - ▲ --- ' ’ ’ ~ ー · • ~ ~ - -
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コ ゴ ミ と ク ル ミ ン

NPO 法人ニ ホ ンザル フ ィ ール ドス テ ー シ ョ ン 中 山 裕理

ニ ホ ン ザル は何歳 ま で生 き る の だ ろ う か ？ 和秀雄の 「 ニ ホ ンザル性 の 生理」(1982) に は 、

日 本モ ン キーセ ン タ ー の犬 山 野猿公園で30 歳以上、 地獄谷野猿公苑で、30 歳、31 歳 と あ っ

た 。 古い記載だ が 、 河合雅雄の ［ ニ ホ ンザル の生態］ （1969) に よ る と 、 「 ニ ホ ン ザル の寿命

は25~30 歳 く ら い と い われて い る 。 も ち ろ ん推定で あ っ て40 歳近 く ま で生 き る と い う 人 も

あ る が 、30 歳 を越 え る の は少 な い。 」 ネ ッ ト で検索 し た と こ ろ モ ン キ ーセ ン タ ー の記録で37
歳 と あ っ た が 、 野生群の記載 は見つ け る こ と が で き な かっ た。 例数は少 な い が 、87 群で天寿

を全 う し た と 考 え ら れる2 頭 の メ ス ザルにつ いて報告す る 。

コ ゴ ミ と ク ル ミ ン と 命名 し た2 頭は 、1995 年生 ま れで松 岡 氏 が そ の年 出 産 を確認 して い る 。

私は2 歳 か ら観察 を始 め 、 コ ゴ ミ は2024 年8 月 以降生存が確認 さ れな か っ た の で、7 月29
歳で死 亡 し た と 判断 し た。 ク ル ミ ン は、2025 年8 月 が最後 で、30 歳で死亡 と し た。2頭が死

亡 し た夏 は 、 脇野沢 と して は30℃ を超す よ う な 日 々 が続 き 、 暑 さ が 老齢個体に は こ た え た の

か も しれな い。

ク ル ミ ン の母親 ク ル ミ は 、87 群が発 見 さ れた1987 年 に初産の赤ん坊を持 っ て い た こ と と 体

の大 き さ な どか ら5 歳 と 推定 さ れ、30 歳で死亡 し た 。 最高齢は、1987 年 に双子 を 出産 し 、 そ

の後 出産が な い ま ま2000 年2 月 に死亡 し た サ ッ キで 、 最後 の 出産時20 歳 と 推定す る と33 歳

であ っ た。 彼女 は 、 若い頃は 、 餌付 け さ れて いた はずで完全な野生群個体 と は い え な い か も し

れな いが 、87 群の今 ま での観察で高齢 出産の最高年齢は22 歳で あ る こ と を考 え る と33 歳以

上であ っ た こ と は ほ ぼ確実で あ ろ う 。 こ れ ら の例 か ら 、 ニ ホ ンザルの寿命 は30 歳 く ら い と 思

われ る 。

出産経験 の あ る オ ト ナ メ ス の 平均寿命 は、 交通事故な ど の人為的影孵を 除 く と13 頭確認 さ

れて いて 、21.6 歳 と な る 。 若干の推定を含むサ ッ キ 、 ク ル ミ 、 サ ク ラ(22 歳で死亡 ） を 除 く

と19.6 歳 と な る 。 下北半島 の ニ ホ ン ザルは冬場、 冬芽や樹皮 な ど し か食べ物 が な く 過酷な状

況で あ る と 長年多 く の研究者 に 言われて い る が 、 温暖な地域の ニ ホ ンザル よ り 、 短い と い う こ

と は な く 結構長生 き し て い る の では な い だ ろ う か。

コ ゴ ミ と ク ル ミ ンは 、 一体何歳 ま でニ ホ ンザルは子供を生む の か ？ 一生の う ち何頭の子供を

産むの か ？ の疑問 に も 答 え て く れた。

霊長類以外の哺乳類の多 く は死ぬま で子供を産み続 け る 。 「 ニ ホ ンザルの 生態J に よ る と 最

後 の 出産の あ と5 年ほ ど生 き る と あ っ た が 、 コ ゴ ミ 、 ク ル ミ ン の最後 の 出産は20 歳で 、 そ の

後9 年、10 年生 き た こと に な る 。20 歳 く ら いで 出産は し な く な っ た が 、20 歳以降 も 発情期

-―――
――――-
1
-―
■
―
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に は 、 性皮 は普段 よ り は赤 く な り 、 出 血 も 確認 さ れた。3, 4 歳 の オス の子 が そ の 性皮 に 興味

を示 し の ぞ き 込 ん で い た が 、 オ ト ナ オス と の交尾 は観察 さ れ な か っ た。20 歳後 半 に な る と 、

こ の よ う な こ と も 見 ら れ な く な っ た。 繁殖 し な く な っ て も な お生 き 続 け る こ と の適応的意 味は

あ る の だ ろ う か ？ 時 々 、 気 ま ぐれ に コ ザルの グルー ミ ン グ を 短時間 し て い る の は 、 確認 さ れた

が 、 し て あ げ る よ り は 、 さ れ る 時 間 の 方が は る か に長 く 、 老齢 の メ ス ザルが 、 群れ の 子育て に

役 に 立 っ て い る と い う 印象 は なか っ た 。 有用 な餌植物 の あ り か を 知 っ て い て 、 群れ の皆 を誘導

す る と い っ た こ と も 、 植物 の フ ェ ノ ロ ジー が 同調 し 、 かつ種数の少 な い冷温帯 の林で は 、 ほ と

ん ど な い と 考 え ら れ る 。 逆 に 、 皆が 、 ブナやハ リ ギ リ 、 カ ラ ス ザ ン シ ョ の 高木 に登 っ て花芽や

新芽 、 種子 を食べ て い る と き に 、 自 分 だ け別 の樹種 を低木 で採食 し た り 、 木 の 下で落 ち て く る

食べ残 し を食べた り す る 光景は 高齢に な る と 目 立 ち 、 よ く 知 っ て る と 印象 は あ っ た 。

生涯何頭 の子供 を 出産す る かに 関 し て は 、 コ ゴ ミ は 、 メ ス3 頭、 オス 、5頭の8 頭、 ク ル ミ

ン は 、 メ ス4頭オス5 頭の9頭で あ っ た。 死亡 し た年齢の 時、2 頭 と も オ ト ナ の娘が2 頭 同 じ

群れ に い た。 コ ゴ ミ の最後 の 息子は9 歳 でま だ群れ留 ま っ て グルー ミ ン グ も よ く 観察 さ れた。

こ の個体は11 歳 に な る 現在 も 群れ に 留 ま っ て い る 。 コ ゴ ミ の 出産 し た8 頭の 赤ん坊 の 死亡率

は0％ で、 すべて の メ ス の子が 出 産年齢ま で成長 し た。 ク ル ミ ン は、 交通事故でオス1 頭、 群

れの分裂年 に1 頭の オス の赤ん坊が死亡 した(22. 2%) が 、 やは り すべ て の メ ス が 出産年齢

ま で成長 し た。 こ の2 頭が格別 に子育て が う ま か っ た わ け で は な く 、 群れの赤ん坊の死亡率は 、

全体で も 極 め て低い。

‘`コ コ ヽ̀‘
大人 に な っ た コ ゴ ミ の 大 き な特徴は 、 容 姿で あ っ た。 贔先 と 上唇が欠 け て い て 、 右手すべて

の指 の第一 関節 よ り 先が な い。 こ れ ら の 欠損 は 、2001 年 に コ ゴ ミ の祖栂に 当 た るa メ ス のサ

ク ラ が 消失後 の 交尾期 に 、 サ ク ラ の長女 ワ ラ ビ10 歳 と サ ク ラ の3 女 コ ク ワ5 歳 の 間 で順位争

い が激化 し た さ な かに誰 か に食 い ち ぎ ら れた よ う で あ る 。 一週 間 ほ ど群れか ら 離れ 、 養生 （ ？ ）

して 、 群れに戻 っ て き た 。 指先 の な い手で も 、 器用 に グルー ミ ン グ を し て い た。 欠 け た上唇部

分は、 前歯 に 張 り 付 き 何年 も の 間 、 乾い た血 の様な色 を し て いた。2014 年ま では前歯が あ っ

た が 、2015 年 に は前歯2 本の 両脇 の歯 は な く 、2020 年頃 に はすべて の前歯が な く な っ た。2022
年6 月 、 尻 だ こ の 片方が 、 剥 がれ る 大 け が を した。 座 る の が痛 い の か、 横に な っ て い る こ と が

多 く 、 も う 死ぬか と 思 っ た が 、 やが て赤ん坊の よ う な ピ ン ク 色の 尻 だ こ に な り 回復 し た。 不思

議な こ と に 、 剥 がれた尻 だ こ は片方だ っ た の に 、 回復初期 に は 、 両方 の尻だ こ 柔 ら かい皮焙に

粗われて い た。 ・

コ ドモ の 頃 、 ぼ一 つ と 群れ を 見て い た私の頭 を グルー ミ ン グ し て く れた唯一 の サルで あ っ た。

ク ル ミ ン

87 群発 見 当 時の3 頭の メ ス ザル の 中 で一番若かっ た ク ル ミ の5 番 目 の子供 と し て生ま れた。

87 群 の 中 で は、a メ ス の サ ク ラ の娘が4 頭に対 し 、 ク ル ミ の娘 は ク ル ミ ン と 第9 子 の ト チ の
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2 頭で、 血縁個体が少な く かつ低順位で、 群れの緑の方に い る 印象で あ っ た。 若い と き か ら 多

く の個体が 同 じ木 も し く は 、 そ の周 辺で同 じ も の を食べて い る よ う な と き に、1 頭で別 も の を

食べて い る こ と が よ く あ り 、 群れの大半が移動 し始め て も 、 泰然 と 採食 を続け て い た。 そ のせ

いか コ ゴ ミ の よ う な大 け が をす る こ と も な く 、30 年の天寿を全 う した。4 頭の娘の う ち1 頭

は、2012 年の群れが分裂 し た と き に 、5 歳で87B 群に入っ た。 分裂の3 ヶ 月 後 に、87A 群 と

B 群は 出会 い 、 し ば ら く の 間 、 離れて いた家族が グルー ミ ン グ をする 光景が見 ら れたが 、 やが

て 、 若いオス た ち が騒ぎ 出 し87A 群が 、B 群を蹴散 ら した。 こ の と き 、 ク ル ミ ン の娘は母親

や姉妹の い るA 群に移る こ と も で き た はずであ っ たが 、 そ う い う こ と は なかっ た。 群れの分

裂の グルー プ分 け は 、 血縁以外の 要因 が何かあ る こ と を教え て く れた で き ご と であ っ た。25
歳頃か ら 、 コ ゴ ミ は腰が落 ち 、 毛億 も 悪 く な り 、 目 も 白 濁 して老いが 目 立っ たが 、 ク ル ミ ンは 、

若々 し い感 じ が し て 、 あ と1, 2 年は生き る かな と 思っ て いた。2025 年の猛暑の8 月 、 苔む

し た倒木 に抱 き つ く よ う な 姿勢で寝て い る のが 、 最後 に見た姿だ っ た。

25 年以上の 間 、 私に い ろ い ろ な こ と を教え て く れた2 頭の感謝する 。

コ ゴ ミ 2023 年3 月25 日 撮影I

ク ル ミ ン 2025 年7 月28 日 撮影I
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表紙写真

A87-A群 メ スBaby 「 ヒ ナ」

全身の毛が薄かっ たが厳冬 の冬 を

生 き 抜いた。 薄毛 の原因 は不明 。
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